
S H I R A K A W A

2025年5月1日
No.215

第１回定例会　新年度予算などを可決
予算総額　１1６億５8００万円

白川町議会ホームページ

令和７年度予算の概要 ･･････････････････････ 2　　
予算を徹底チェック ････････････････････････ 4
定例会、臨時会の概要 ･･････････････････････ 8
まちの課題を問う　一般質問に２人が登壇 ･･･ 10
議員定数が９人から８人に ･････････････････ 14
議会の動き ･･･････････････････････････････ 16

3 月 29日（土）
蘇原保育園閉園式



　次の施策を基本として町政運営に邁進する。
　○産業・経済の循環に地域資源を活かす
　○生きがいと活躍の場を作り、健やかな暮らしに活かす
　○最新技術と情報を安全・安心な暮らしに活かす
　○ふるさと愛を育み次世代のまちづくりに活かす
　○住み続ける人、住みたい人の良さ、つながりを活かす

　　　　　町長提案説明・教育長教育運営基本方針の内容がYouTube（動画配信サイト）でご覧いただけます。

総
額
で
１
１
６
億
５
８
０
０
万
円
に

庁
舎
建
設
と
学
校
建
設
に
重
点

第１回定例会
新年度予算

　
町
議
会
第
１
回
定
例
会
を
２
月
27

日
か
ら
３
月
19
日
に
か
け
て
開
き
ま

し
た
。

　
町
長
が
新
年
度
に
向
け
て
の
施
政

方
針
、
教
育
長
が
教
育
運
営
基
本
方

針
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
新
年
度
各

会
計
予
算
案
を
は
じ
め
、
令
和
６
年

度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
改

正
・
廃
止
、
人
事
案
件
な
ど
町
長
か

ら
提
出
さ
れ
た
21
の
議
案
と
、
議
員

提
出
の
２
つ
の
議
案
を
慎
重
に
審

議
。
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
と

４
つ
の
特
別
会
計
予
算
、
公
営
企
業

会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
全
員
の
賛

成
を
も
っ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
２
人
の

議
員
が
町
政
の
課
題
点
を
質
問
し
ま

し
た
。

令和７年度　予算の概要

令 和7年度 一 般 会 計歳 入 歳出予算の内訳

１．産業・経済の循環に地域資源を活かす
　①農林業の振興
　②観光の振興
　③商工業の振興
　④なりわいづくりと雇用の創出
　⑤自然と資源のブランド化
２．生きがいと活躍の場を作り、健やかな暮らしに
   活かす
　①保健・医療・社会保障の充実
　②地域福祉の推進
　③子育て環境の充実
　④高齢者福祉の充実
　⑤障がい者福祉の充実
３．最新技術と情報を安全・安心な暮らしに活かす
　①道路交通網・公共交通の充実
　②情報基盤・先端技術の利活用
　③消防防災対策の充実
　④生活環境の充実
　⑤自然環境の保全

４．ふるさと愛を育み次世代のまちづくりに活かす
　①教育環境の充実
　②生涯学習・スポーツの充実
　③芸能・文化の振興
　④自分を活かす・生きる力の醸成
　⑤ふるさと白川を思い続ける
　　心の醸成
５．住み続ける人、住みたい人の良さ、つながりを
　活かす
　①地域コミュニティ活動の推進
　②地域間交流、関係人口の創出
　③移住・定住の推進
　④生活圏域・広域行政区域の活用

5億３，348万円
8，194万円
5，733万円
2，355万円
3，054万円

26億0，884万円
2，883万円

1億7，188万円
6，601万円

2億9，754万円

6億2，021万円
2，637万円

16億4，530万円
11億9，660万円
1億7，570万円

7億4，312万円
1億2，794万円

996万円
682万円

2，360万円

1，135万円
2，070万円
4，278万円

382万円

各会計予算の規模
区　　分 予　算　額 前 年 度 予 算 額 増  減  率

一　　　般　　　会　　　計

国 民 健 康 保 険

地域振興券交付事業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

特 別 会 計 　 計

特
　
別
　
会
　
計

83億0,000万円

9億9,100万円

2,000万円

11億6,300万円

1億7,900万円

23億5,300万円

10億500万円

116億5,800万円

76億1,300万円

10億1,200万円

4,120万円

11億7,400万円

1億7,650万円

24億370万円

9億408万円

109億2,078万円

9.0％

△ 2.1％

△ 51.5％

△ 0.9％

1.4％

△ 2.1％

 11.2％

6.8％

公営企業会計〈簡易水道事業〉

合　　　　計

令和7年度

町長 施 政 方 針　～基本施策は５つの柱～

　

一般会計
歳　出

議会費 6,322万円  1%議会費 6,322万円  1%

総務費
  23億7,397万円
  28%

民生費
  14億348万円
  17%

衛生費
  7億4,024万円
  9%農林水産業費

  6億6,527万円  8%

商工費
  1億5,826万円  2%

土木費
  6億8,001万円  8%

消防費
  3億5,017万円
  4%

教育費
  11億4,834万円
  14%

公債費
  6億8,700万円  8%

予備費等 3,004万円  1%予備費等 3,004万円  1%

目的別歳出予算

一般会計
歳　入

町税
  9億2,880万円
  11%

繰入金
  11億1,347万円
  14%

その他
  3億5,268万円
  4%

地方交付税
  　　　28億円  34%

国庫支出金
  6億1,925万円
  8%

県支出金
  5億8,764万円
  7%

町債
  15億2,130万円
  18%

地方消費税交付金
  1億7,000万円
  2%

地方消費税交付金
  1億7,000万円
  2%

その他
  2億686万円
  2%

その他
  2億686万円
  2%

59億505万円
依存財源は 71％

23億9,495万円
自主財源は 29％

令和 7 年 5 月 1 日 23 しらかわ議会だより No.215
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●
ヤ
ゴ
ー
シ
ラ
カ
ワ

問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
退
職

後
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
　
現
在
の
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
は
、

ラ
イ
タ
ー
の
手
腕
が
大
き
く
影
響
し

て
お
り
、
非
常
に
面
白
い
読
み
物
に

な
っ
て
い
る
。
行
政
が
そ
の
ま
ま
引

き
継
い
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
は
難

し
い
た
め
、
隊
員
の
今
後
の
活
動
目

標
と
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
方
向
性
を

考
え
て
い
き
た
い
。

●
白
川
橋
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
更
新
工
事

と
白
川
橋
１
０
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

問
　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
更
新
と
イ
ベ
ン

ト
の
概
要
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
令
和
８
年
３
月
15
日
を
目
指
し

て
、
そ
の
前
後
で
点
灯
式
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
観

光
協
会
の
主
催
に
よ
る
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
い
る
が
、
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問
　
観
光
資
源
と
し
て
の
価
値
や
効

果
に
疑
問
を
感
じ
る
が
、
実
施
は
本

当
に
必
要
か
。

答
　
昨
年
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、
観
光

資
源
と
し
て
白
川
橋
が
上
位
に
ラ
ン

ク
イ
ン
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
町
民

の
白
川
橋
へ
の
思
い
が
強
い
こ
と
が

わ
か
り
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の

重
要
性
が
感
じ
ら
れ
た
。
み
ん
な
で

白
川
町
の
シ
ン
ボ
ル
を
作
っ
て
い
く

と
い
う
気
持
ち
で
進
め
て
い
き
た

い
。

●
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

問
　
他
課
で
も
同
様
の
ポ
イ
ン
ト
事

業
を
行
う
こ
と
は
可
能
か
。

答
　
情
報
を
共
有
し
、
ポ
イ
ン
ト
の

付
け
方
に
関
し
て
研
究
を
し
て
い
き

た
い
。

●
※
地
域
資
源
活
用
商
品
等
開
発
支
援

事
業

問
　
既
存
の
商
品
は
、
該
当
し
な
い

の
か
。
ま
た
、
森
林
浴
の
よ
う
な
森

林
資
源
の
活
用
は
、
対
象
と
な
る
の

か
。

答
　
新
商
品
審
査
会
で
ど
の
よ
う
に

補
助
す
る
の
か
を
審
査
す
る
。
既
存

の
商
品
は
難
し
い
が
、
そ
れ
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
新
た
な
商
品

　
令
和
７
年
度
各
会
計
予
算
は
、
議

員
全
員
に
よ
る
予
算
決
算
審
査
常
任

委
員
会
で
、
２
日
間
に
わ
た
り
徹
底

検
証
し
、
本
会
議
に
お
い
て
全
員
の

賛
成
を
も
っ
て
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
と
審

査
意
見
、
賛
成
討
論
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
森
林
環
境
譲
与
税
の
充
当

問
　
充
当
額
が
多
い
事
業
も
あ
れ

ば
、
少
な
い
事
業
も
あ
る
が
、
事
業

ご
と
で
充
当
率
が
決
め
ら
れ
て
い
る

の
か
。

答
　
森
林
環
境
譲
与
税
が
始
ま
っ
た

時
か
ら
、
既
存
の
事
業
で
は
な
く
、

新
規
拡
充
の
事
業
に
充
て
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
交
付
金
額
が

決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
充
当
額
を
調

整
し
て
い
る
。

●
※
起
債
に
つ
い
て

問
　
令
和
７
年
度
起
債
発
行
額
は
15

億
円
、
学
校
建
設
全
体
で
は
28
億
６

０
０
０
万
円
の
起
債
を
予
定
し
て
い

る
が
、
将
来
的
な
公
債
費
残
高
と
償

還
額
は
ど
の
程
度
に
な
る
と
見
込
ん

で
い
る
か
。

答
　
概
算
で
は
、
公
債
費
残
高
は
90

億
円
、
年
間
の
償
還
額
は
約
９
億
円

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、

通
常
事
業
で
の
起
債
発
行
額
や
償
還

年
数
に
よ
り
変
動
す
る
可
能
性
が
あ

る
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
※
実
質
公
債
比

率
は
現
在
10
％
で
、
今
後
は
13
％
程

度
に
上
昇
す
る
と
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
比
率
は
、
普
通
交
付
税
の
額
に

左
右
さ
れ
る
た
め
、
令
和
７
年
度
は

交
付
税
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る

が
、
将
来
的
に
減
額
さ
れ
た
場
合
、

比
率
が
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

●
自
治
協
議
会
等
か
ら
の
役
員
報
告

問
　
負
担
軽
減
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

答
　
で
き
る
だ
け
負
担
の
な
い
形
で

役
員
報
告
が
行
え
る
よ
う
に
検
討
し

て
い
く
。

●
自
主
防
災
活
動
に
つ
い
て

問
　
自
治
会
等
の
自
主
防
災
組
織
で

ど
の
よ
う
な
防
災
活
動
を
行
わ
れ
て

い
る
の
か
把
握
し
て
い
る
か
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
防
災
組
織
の

す
べ
て
の
活
動
を
把
握
し
き
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
ど
の
よ
う
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
自
主
防
災

活
動
補
助
金
の
利
用
促
進
を
図
る
こ

と
で
、
そ
の
把
握
に
努
め
た
い
。

●
人
材
育
成
補
助
金

問
　
補
助
金
の
対
象
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答
　
ま
ち
に
活
気
を
与
え
る
に
は
、

地
域
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
前

向
き
な
人
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

い
う
目
的
を
持
っ
て
実
施
す
る
支
援

制
度
で
あ
る
。
継
続
性
を
重
視
し
、

取
り
組
み
を
長
期
的
に
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
個
人
で
は
な
く

組
織
・
団
体
が
補
助
対
象
と
な
る
。

ま
た
、
今
回
の
補
助
は
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
を
目
的
と
し
て
お
り
、

新
規
活
動
や
既
存
の
も
の
に
新
た
な

要
素
を
加
え
る
取
り
組
み
を
対
象
と

し
て
い
る
た
め
、
補
助
は
１
回
限
り

を
予
定
し
て
い
る
。
補
助
金
の
対
象

経
費
は
、
活
動
の
必
要
性
や
継
続
性

を
含
め
て
計
画
を
立
て
て
い
た
だ
く

予
算
を
徹
底
チ
ェ
ッ
ク

第２回定例会

予
定
で
あ
る
。

問
　
地
域
か
ら
登
山
道
を
作
り
た
い

と
い
う
話
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
活

動
に
補
助
金
を
利
用
す
る
こ
と
は
可

能
か
。

答
　
町
の
資
源
や
宝
物
を
活
性
化
さ

せ
、
地
域
の
方
々
が
活
躍
す
る
取
り

組
み
を
応
援
す
る
た
め
の
補
助
金
の

た
め
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

●
地
域
通
貨
「
し
ら
か
」
に
つ
い
て

問
　
消
費
を
促
進
す
る
た
め
、
法
人

が
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答
　
商
工
会
か
ら
、
町
外
者
カ
ー
ド

を
法
人
が
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
の
回
答
が
得
ら
れ
た
の
で
、
そ

の
方
向
で
調
整
を
進
め
、
４
月
１
日

以
降
、
町
外
者
カ
ー
ド
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。

●
事
業
承
継
促
進
補
助
金

問
　
第
三
者
へ
の
引
き
継
ぎ
が
基
本

と
な
っ
て
い
る
が
、
親
族
に
よ
る
場

合
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答
　
町
外
か
ら
親
族
が
転
入
し
た
場

合
は
補
助
対
象
と
し
た
い
が
、
長
年

一
緒
に
事
業
を
営
ん
で
い
る
親
族
へ

の
承
継
は
対
象
外
と
す
る
規
定
と
し

た
い
。

予
算
決
算
審
査
常
任
委
員
会

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
新
商
品
審

査
会
で
審
査
す
る
形
と
な
る
。
森
林

浴
な
ど
の
森
林
資
源
を
活
用
し
た
商

品
開
発
も
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
。

●
大
豆
作
付
奨
励
金

問
　
毎
年
多
額
の
奨
励
金
を
出
し
て

い
る
が
、
収
量
が
上
向
い
て
い
か
な

い
。
大
豆
の
収
量
回
復
の
研
究
や
検

討
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
　
町
内
産
の
大
豆
は
、
令
和
５
・

６
年
と
不
作
で
あ
っ
た
。
令
和
６
年

度
、
全
て
の
大
豆
作
付
水
田
の
土
壌

検
査
を
実
施
し
、
可
茂
農
林
事
務
所

普
及
課
の
指
導
の
も
と
、
必
要
な
農

薬
や
肥
料
の
処
方
を
指
導
い
た
だ
い

た
。
さ
ら
に
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
の

農
研
機
構
か
ら
研
究
者
を
招
き
、
大

豆
栽
培
の
研
修
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
現
在
考
え
ら
れ
る
改
善
策
を
実

施
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度
も
土
壌

改
良
や
研
修
会
を
継
続
し
、
大
豆
収

量
の
回
復
に
向
け
て
取
り
組
む
一
方

で
、
玉
ね
ぎ
な
ど
の
代
替
作
物
の
導

入
も
検
討
し
て
い
る
。

●
有
害
被
害
対
策
実
施
隊
員
育
成
補

助
金

問
　
今
年
度
の
対
象
人
数
の
見
込
み

は
、
何
人
か
。

答
　
毎
年
１
名
分
の
第
一
種
銃
猟
免

許
の
取
得
に
関
連
す
る
費
用
を
支
援

し
て
い
る
。
令
和
６
年
度
は
０
件
で

あ
り
、
令
和
５
年
度
は
１
名
に
支
援

し
た
。

●
お
茶
の
関
心
を
高
め
る
取
り
組
み

に
つ
い
て

問
　
こ
の
名
称
に
資
す
る
よ
う
な
内

容
に
再
度
検
討
し
て
進
め
ら
れ
た

い
。

答
　
昨
年
９
月
、
白
川
中
学
校
生
が

修
学
旅
行
先
で
お
茶
を
販
売
し
て
記

事
に
な
り
話
題
と
な
っ
た
が
、
今
後

は
、
そ
の
よ
う
な
出
来
事
に
つ
な
が

る
よ
う
な
事
業
を
検
討
し
た
い
。

●
赤
川
簡
易
水
道
施
設
改
良
実
施
設
計

問
　
日
向
配
水
池
の
更
新
を
計
画
す

る
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
日
向
配
水
池
は
、
Ｒ
Ｃ
構
造
で

あ
り
耐
震
化
が
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
、
耐
震
化
を
図
る
と
と
も

に
、
切
井
浄
水
場
と
赤
河
浄
水
場
の

統
合
に
向
け
て
、
配
水
池
の
容
量
の

大
型
化
を
行
う
。

●
教
育
施
設
整
備
基
金
に
つ
い
て

問
　
今
後
の
基
金
の
活
用
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
新
校
舎
建
設
後
に
お
け
る
老
朽

化
が
進
む
学
校
施
設
の
維
持
管
理
等

へ
の
活
用
を
想
定
し
て
い
る
。

※起債（地方債） …財政上必要とする資金を外部から調達することによって負担する債務で、その履行が一会計年度を超えて行われるもの。
※実質公債比率　…地方債の返済額（公債費）の大きさを、その地方公共団体の財政規模に対する割合で表したもの。
                          25％を超えると、起債の発行に制限がかかる。     

※地域資源活用商品等開発支援事業…町内の農林水産物、施設、技術を活用した商品・サービスの開発支援

１００年を迎える白川橋
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●
ヤ
ゴ
ー
シ
ラ
カ
ワ

問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
退
職

後
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
　
現
在
の
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
は
、

ラ
イ
タ
ー
の
手
腕
が
大
き
く
影
響
し

て
お
り
、
非
常
に
面
白
い
読
み
物
に

な
っ
て
い
る
。
行
政
が
そ
の
ま
ま
引

き
継
い
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
は
難

し
い
た
め
、
隊
員
の
今
後
の
活
動
目

標
と
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
方
向
性
を

考
え
て
い
き
た
い
。

●
白
川
橋
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
更
新
工
事

と
白
川
橋
１
０
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

問
　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
更
新
と
イ
ベ
ン

ト
の
概
要
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
令
和
８
年
３
月
15
日
を
目
指
し

て
、
そ
の
前
後
で
点
灯
式
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
観

光
協
会
の
主
催
に
よ
る
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
い
る
が
、
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問
　
観
光
資
源
と
し
て
の
価
値
や
効

果
に
疑
問
を
感
じ
る
が
、
実
施
は
本

当
に
必
要
か
。

答
　
昨
年
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、
観
光

資
源
と
し
て
白
川
橋
が
上
位
に
ラ
ン

ク
イ
ン
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
町
民

の
白
川
橋
へ
の
思
い
が
強
い
こ
と
が

わ
か
り
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の

重
要
性
が
感
じ
ら
れ
た
。
み
ん
な
で

白
川
町
の
シ
ン
ボ
ル
を
作
っ
て
い
く

と
い
う
気
持
ち
で
進
め
て
い
き
た

い
。

●
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

問
　
他
課
で
も
同
様
の
ポ
イ
ン
ト
事

業
を
行
う
こ
と
は
可
能
か
。

答
　
情
報
を
共
有
し
、
ポ
イ
ン
ト
の

付
け
方
に
関
し
て
研
究
を
し
て
い
き

た
い
。

●
※
地
域
資
源
活
用
商
品
等
開
発
支
援

事
業

問
　
既
存
の
商
品
は
、
該
当
し
な
い

の
か
。
ま
た
、
森
林
浴
の
よ
う
な
森

林
資
源
の
活
用
は
、
対
象
と
な
る
の

か
。

答
　
新
商
品
審
査
会
で
ど
の
よ
う
に

補
助
す
る
の
か
を
審
査
す
る
。
既
存

の
商
品
は
難
し
い
が
、
そ
れ
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
新
た
な
商
品

　
令
和
７
年
度
各
会
計
予
算
は
、
議

員
全
員
に
よ
る
予
算
決
算
審
査
常
任

委
員
会
で
、
２
日
間
に
わ
た
り
徹
底

検
証
し
、
本
会
議
に
お
い
て
全
員
の

賛
成
を
も
っ
て
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
と
審

査
意
見
、
賛
成
討
論
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
森
林
環
境
譲
与
税
の
充
当

問
　
充
当
額
が
多
い
事
業
も
あ
れ

ば
、
少
な
い
事
業
も
あ
る
が
、
事
業

ご
と
で
充
当
率
が
決
め
ら
れ
て
い
る

の
か
。

答
　
森
林
環
境
譲
与
税
が
始
ま
っ
た

時
か
ら
、
既
存
の
事
業
で
は
な
く
、

新
規
拡
充
の
事
業
に
充
て
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
交
付
金
額
が

決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
充
当
額
を
調

整
し
て
い
る
。

●
※
起
債
に
つ
い
て

問
　
令
和
７
年
度
起
債
発
行
額
は
15

億
円
、
学
校
建
設
全
体
で
は
28
億
６

０
０
０
万
円
の
起
債
を
予
定
し
て
い

る
が
、
将
来
的
な
公
債
費
残
高
と
償

還
額
は
ど
の
程
度
に
な
る
と
見
込
ん

で
い
る
か
。

答
　
概
算
で
は
、
公
債
費
残
高
は
90

億
円
、
年
間
の
償
還
額
は
約
９
億
円

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、

通
常
事
業
で
の
起
債
発
行
額
や
償
還

年
数
に
よ
り
変
動
す
る
可
能
性
が
あ

る
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
※
実
質
公
債
比

率
は
現
在
10
％
で
、
今
後
は
13
％
程

度
に
上
昇
す
る
と
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
比
率
は
、
普
通
交
付
税
の
額
に

左
右
さ
れ
る
た
め
、
令
和
７
年
度
は

交
付
税
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る

が
、
将
来
的
に
減
額
さ
れ
た
場
合
、

比
率
が
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

●
自
治
協
議
会
等
か
ら
の
役
員
報
告

問
　
負
担
軽
減
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

答
　
で
き
る
だ
け
負
担
の
な
い
形
で

役
員
報
告
が
行
え
る
よ
う
に
検
討
し

て
い
く
。

●
自
主
防
災
活
動
に
つ
い
て

問
　
自
治
会
等
の
自
主
防
災
組
織
で

ど
の
よ
う
な
防
災
活
動
を
行
わ
れ
て

い
る
の
か
把
握
し
て
い
る
か
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
防
災
組
織
の

す
べ
て
の
活
動
を
把
握
し
き
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
ど
の
よ
う
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
自
主
防
災

活
動
補
助
金
の
利
用
促
進
を
図
る
こ

と
で
、
そ
の
把
握
に
努
め
た
い
。

●
人
材
育
成
補
助
金

問
　
補
助
金
の
対
象
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答
　
ま
ち
に
活
気
を
与
え
る
に
は
、

地
域
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
前

向
き
な
人
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

い
う
目
的
を
持
っ
て
実
施
す
る
支
援

制
度
で
あ
る
。
継
続
性
を
重
視
し
、

取
り
組
み
を
長
期
的
に
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
個
人
で
は
な
く

組
織
・
団
体
が
補
助
対
象
と
な
る
。

ま
た
、
今
回
の
補
助
は
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
を
目
的
と
し
て
お
り
、

新
規
活
動
や
既
存
の
も
の
に
新
た
な

要
素
を
加
え
る
取
り
組
み
を
対
象
と

し
て
い
る
た
め
、
補
助
は
１
回
限
り

を
予
定
し
て
い
る
。
補
助
金
の
対
象

経
費
は
、
活
動
の
必
要
性
や
継
続
性

を
含
め
て
計
画
を
立
て
て
い
た
だ
く

予
算
を
徹
底
チ
ェ
ッ
ク

第２回定例会

予
定
で
あ
る
。

問
　
地
域
か
ら
登
山
道
を
作
り
た
い

と
い
う
話
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
活

動
に
補
助
金
を
利
用
す
る
こ
と
は
可

能
か
。

答
　
町
の
資
源
や
宝
物
を
活
性
化
さ

せ
、
地
域
の
方
々
が
活
躍
す
る
取
り

組
み
を
応
援
す
る
た
め
の
補
助
金
の

た
め
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

●
地
域
通
貨
「
し
ら
か
」
に
つ
い
て

問
　
消
費
を
促
進
す
る
た
め
、
法
人

が
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答
　
商
工
会
か
ら
、
町
外
者
カ
ー
ド

を
法
人
が
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
の
回
答
が
得
ら
れ
た
の
で
、
そ

の
方
向
で
調
整
を
進
め
、
４
月
１
日

以
降
、
町
外
者
カ
ー
ド
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。

●
事
業
承
継
促
進
補
助
金

問
　
第
三
者
へ
の
引
き
継
ぎ
が
基
本

と
な
っ
て
い
る
が
、
親
族
に
よ
る
場

合
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答
　
町
外
か
ら
親
族
が
転
入
し
た
場

合
は
補
助
対
象
と
し
た
い
が
、
長
年

一
緒
に
事
業
を
営
ん
で
い
る
親
族
へ

の
承
継
は
対
象
外
と
す
る
規
定
と
し

た
い
。

予
算
決
算
審
査
常
任
委
員
会

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
新
商
品
審

査
会
で
審
査
す
る
形
と
な
る
。
森
林

浴
な
ど
の
森
林
資
源
を
活
用
し
た
商

品
開
発
も
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
。

●
大
豆
作
付
奨
励
金

問
　
毎
年
多
額
の
奨
励
金
を
出
し
て

い
る
が
、
収
量
が
上
向
い
て
い
か
な

い
。
大
豆
の
収
量
回
復
の
研
究
や
検

討
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
　
町
内
産
の
大
豆
は
、
令
和
５
・

６
年
と
不
作
で
あ
っ
た
。
令
和
６
年

度
、
全
て
の
大
豆
作
付
水
田
の
土
壌

検
査
を
実
施
し
、
可
茂
農
林
事
務
所

普
及
課
の
指
導
の
も
と
、
必
要
な
農

薬
や
肥
料
の
処
方
を
指
導
い
た
だ
い

た
。
さ
ら
に
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
の

農
研
機
構
か
ら
研
究
者
を
招
き
、
大

豆
栽
培
の
研
修
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
現
在
考
え
ら
れ
る
改
善
策
を
実

施
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度
も
土
壌

改
良
や
研
修
会
を
継
続
し
、
大
豆
収

量
の
回
復
に
向
け
て
取
り
組
む
一
方

で
、
玉
ね
ぎ
な
ど
の
代
替
作
物
の
導

入
も
検
討
し
て
い
る
。

●
有
害
被
害
対
策
実
施
隊
員
育
成
補

助
金

問
　
今
年
度
の
対
象
人
数
の
見
込
み

は
、
何
人
か
。

答
　
毎
年
１
名
分
の
第
一
種
銃
猟
免

許
の
取
得
に
関
連
す
る
費
用
を
支
援

し
て
い
る
。
令
和
６
年
度
は
０
件
で

あ
り
、
令
和
５
年
度
は
１
名
に
支
援

し
た
。

●
お
茶
の
関
心
を
高
め
る
取
り
組
み

に
つ
い
て

問
　
こ
の
名
称
に
資
す
る
よ
う
な
内

容
に
再
度
検
討
し
て
進
め
ら
れ
た

い
。

答
　
昨
年
９
月
、
白
川
中
学
校
生
が

修
学
旅
行
先
で
お
茶
を
販
売
し
て
記

事
に
な
り
話
題
と
な
っ
た
が
、
今
後

は
、
そ
の
よ
う
な
出
来
事
に
つ
な
が

る
よ
う
な
事
業
を
検
討
し
た
い
。

●
赤
川
簡
易
水
道
施
設
改
良
実
施
設
計

問
　
日
向
配
水
池
の
更
新
を
計
画
す

る
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答
　
日
向
配
水
池
は
、
Ｒ
Ｃ
構
造
で

あ
り
耐
震
化
が
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
、
耐
震
化
を
図
る
と
と
も

に
、
切
井
浄
水
場
と
赤
河
浄
水
場
の

統
合
に
向
け
て
、
配
水
池
の
容
量
の

大
型
化
を
行
う
。

●
教
育
施
設
整
備
基
金
に
つ
い
て

問
　
今
後
の
基
金
の
活
用
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
新
校
舎
建
設
後
に
お
け
る
老
朽

化
が
進
む
学
校
施
設
の
維
持
管
理
等

へ
の
活
用
を
想
定
し
て
い
る
。

※起債（地方債） …財政上必要とする資金を外部から調達することによって負担する債務で、その履行が一会計年度を超えて行われるもの。
※実質公債比率　…地方債の返済額（公債費）の大きさを、その地方公共団体の財政規模に対する割合で表したもの。
                          25％を超えると、起債の発行に制限がかかる。     

※地域資源活用商品等開発支援事業…町内の農林水産物、施設、技術を活用した商品・サービスの開発支援
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●
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

問
　
白
川
町
で
は
ど
の
よ
う
な
開
催
を
予
定
し
て

い
る
か
。

答
　
ふ
れ
あ
い
レ
ク
大
会
と
い
う
区
分
で
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
町
内
外
誰
で
も
参
加
が

可
能
で
あ
り
、
10
月
19
日
に
町
民
会
館
発
着
で
計

画
を
行
っ
て
い
る
。

●
実
践
的
な
英
語
学
習
機
会
の
提
供

問
　
こ
の
事
業
の
概
要
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答
　
教
材
使
用
料
と
し
て
予
算
計
上
し
て
お
り
、

業
者
に
依
頼
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な

る
。
令
和
６
年
度
に
は
、
各
中
学
校
で
無
料
ト
ラ

イ
ア
ル
を
実
施
し
、
１
時
間
の
授
業
の
中
で
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
同
世
代
の
生
徒
と
交
流
し
た
が
、
生
徒

の
反
応
も
非
常
に
よ
く
、
関
心
を
持
っ
て
取
り
組

む
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ト
ラ
イ
ア
ル
実
践
後
に
各
学
校
に
て
振
り
返
り

を
行
っ
た
が
、
海
外
と
の
交
流
に
向
け
て
普
段
の
授

業
に
さ
ら
に
注
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
見

や
、
国
際
交
流
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
ど
う
授
業
に

活
か
し
て
い
く
か
と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。

　
振
り
返
り
で
出
た
意
見
を
活
か
し
な
が
ら
、
今
後

の
事
業
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
新
校
舎
建
設
の
概
算
費
用
に
つ
い
て

問
　
最
新
の
金
額
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答
　
現
在
業
者
に
よ
る
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
３
月
末
頃
に
実
施
設
計
に
基
づ
く
積
算

事
業
費
が
提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

【
総
括
質
疑
】

問
　
新
し
い
学
校
の
建
設
に
関
す
る
説
明
会
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

答
　
教
育
委
員
会
は
、
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、

町
内
す
べ
て
の
保
育
園
、
小
・
中
学
校
の
参
観
日
等

の
場
で
説
明
し
、
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
た
。
時

間
が
少
な
く
メ
ー
ル
で
質
問
が
届
い
た
も
の
に
は
対

面
で
懇
談
を
行
っ
た
。
今
後
は
、
校
舎
だ
け
で
な

く
、
教
育
活
動
や
指
導
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
説
明

し
、
意
見
聴
取
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問
　
第
３
セ
ク
タ
ー
へ
の
支
援
と
同
様
に
、
個
人
事

業
者
へ
の
補
助
制
度
を
設
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
　
商
店
や
事
業
承
継
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状

を
認
識
し
て
お
り
、
支
援
の
必
要
性
は
あ
る
と
考
え

る
。
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
地
域
の
利
便
性
向
上

を
目
的
と
し
た
新
た
な
商
店
の
設
置
や
、
移
動
販
売

の
推
進
な
ど
の
可
能
性
、
ま
た
、
民
間
企
業
の
支
援

策
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
予
算
決
算
審
査
常
任
委
員
会
の
議
案
審
査
報
告
が
行
わ

れ
、次
の
６
項
目
に
つ
い
て
審
査
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

１
．南
海
・
東
南
海
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
中
、木
造

家
屋
の
耐
震
補
強
は
生
命
を
守
る
た
め
に
重
要
で
あ
る

が
、耐
震
改
修
に
か
か
る
費
用
が
多
額
と
な
る
た
め
、実

施
を
躊
躇
す
る
家
庭
が
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。低
コ

ス
ト
工
法
の
検
討
や
、森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た

補
助
額
の
か
さ
上
げ
等
、様
々
な
方
策
を
検
討
さ
れ
、

実
施
で
き
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

２
．地
域
振
興
に
向
け
た
新
し
い
政
策
が
予
算
化
さ
れ
、そ

の
積
極
的
な
姿
勢
は
評
価
す
る
が
、実
施
に
向
け
て
は
、

今一度
事
業
内
容
を
確
認
し
て
実
施
さ
れ
た
い
。

３
．生
産
量
が
減
少
し
て
い
る
大
豆
栽
培
に
つ
い
て
、生
産

量
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、関
係
機

関
と
十
分
な
協
議
と
調
査
研
究
を
進
め
ら
れ
た
い
。ま

た
、米
価
高
騰
の
流
れ
を
踏
ま
え
、有
効
な
水
田
の
活

用
を
検
討
さ
れ
た
い
。

４
．茶
業
・
林
業
に
関
す
る
新
組
織
で
あ
る「
特
産
品
振
興

セ
ン
タ
ー
」、「
森
林
活
用
セ
ン
タ
ー
」の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、関
係
組
織
と
連
携・調
整
を
図
り
な
が
ら
、着
実

に
推
進
さ
れ
た
い
。

５
．国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
白
川
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
事
業
に
つ
い
て
、ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
な
ど
に
よ
る

財
源
確
保
と
有
効
な
情
報
発
信
の
仕
組
み
を
検
討
さ

れ
た
い
。白
川
町
の
宝
物
と
し
て
、よ
り
多
く
の
人
を
呼

び
込
め
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

6
．学
校
建
設
に
関
し
て
、総
事
業
費
の
早
期
把
握
を
お
願

い
し
た
い
。資
金
計
画
や
詳
細
設
計
を
踏
ま
え
、地
域
に

対
し
て
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
説
明
会
の
開
催
を
進
め

て
い
た
だ
き
、住
民
の
理
解
と
納
得
が
得
ら
れ
る
よ
う

努
め
ら
れ
た
い
。

審
査
意
見

　令和７年度一般会計予算及び４つの特別会計、簡易水道事業会計予算に賛成の立場で討論をします。
　近年、日本各地で様々な災害が発生し、本町においても、防災・減災対策の強化が急務となって
います。今年度予算では、災害対策用車両の導入、消防団活動への支援など、災害発生時の対応力
向上や消防団員の確保に向けた施策が盛り込まれました。これにより、安心して暮らせるまちづく
りが進められることを期待します。
　また、本町の活性化には白川茶の振興をはじめとした、地域資源の活用や地域経済の振興、人口
減に向けた生活環境の向上や移住定住の促進が欠かせません。本予算では、特産品振興センターの
設置、デジタル地域通貨「しらか」の活用、リサイクルステーションの設置や、森林環境譲与税を
活用した里山整備が進められる他、町営住宅の単身向け改修など、地域経済の活性化と生活環境の
向上や移住定住に向けた整備が図られています。これらの施策が進むことで、持続可能な地域、そ
して白川町に資することを期待します。
　教育環境の整備についても、施設一体型小中学校の建設着工が予定されており、今後の子ども達
の学びの場の充実が図られます。少子化が進む中での統合については、避けられない課題ではあり
ますが、学校建設や統合を進めるにあたり、より一層、保護者や地域住民と十分な協議を重ねると
ともに、何よりも、子ども達にとって最善の環境を整えていただけるようお願いします。
　いよいよ新庁舎の開庁が来年１月に迫っています。スケジュールに沿った着実な建設と、町民に
とって愛される新庁舎となることを期待します。
　本予算では、様々なまちの未来を支える施策がバランスよく編成されており、持続可能なまちづ
くりに向けた適正な配分がなされていると評価します。
　結びとなりますが、各事業が、町民の理解と協力のもと効果的に執行されることを願い、また、
議会からの審査意見を尊重しつつ適切に進められることを求め、令和７年度一般会計予算及び４つ
の特別会計、簡易水道事業会計予算に賛成の討論とします。

佐伯 好典議員賛成討論

　令和７年度白川町一般会計予算並びに４つの特別会計予算、簡易水道事業会計予算に賛成の立場で
討論を行います。
　令和７年度の一般会計予算は、８３億円が計上されています。これは過去最大であった昨年の７６億
円を大幅に超え、２年前の令和５年の６３億円余りと比較すると、２０億円近く上回る超大型予算であ
ります。その大きな要因は、現在進行中で令和７年度に完成予定の庁舎建設と、令和７年度から着手
する学校建設の２つの大型建設事業であります。この２つの事業の総額は、７０億円近くになるもの
と思われますが、その財源には、計画的に積み上げられた基金や、国の交付税が措置される過疎債の
特別枠等を有効に活用されており、将来の町の財政に大きな負担となるものではなく、適切な財政計
画に敬意を表するものです。
　来年１月には、いよいよ新庁舎がオープンします。新年度には執行部の機構改革も計画されている
ようであり、庁舎移転に伴い、より機能性の高い事務処理体制と住民サービスの向上に努め、町民に
とって利便性が高く、親しみを持たれる庁舎となることを願っています。
　急激に進む人口減少と少子高齢化は、町行政の多くの分野に多くの課題をもたらしています。その
ような中、地域社会を維持し、町民の生活を守っていくために、移住定住対策や福祉、防災・減災対
策、子育て支援、産業の振興等、あらゆる分野に配慮した予算編成をしていただきました。特に、定
住支援制度の見直しによる移住者やＵターンの増加、デジタル地域通貨「しらか」の運用開始による
町内消費の喚起、特産品振興センターと森林資源活用センターの立ち上げによる農林業の活性化など
には大きな期待をするものです。新たに計画された事業や見直しをされた事業には、まだ詳細がまと
まっていないものもありますが、事業実施にあたっては、より一層創意工夫を凝らした制度設計をお
願いいたします。また、予算計上された全ての事業において、その内容や費用対効果などについて十
分な検討を重ねられ、効果的な事業の推進に当たっていただきたいと思います。
　私達町民も、様々な事業が町の支援を受けて行われていることを認識し、その支援を効果的に活用
するよう積極的に各種事業に取り組んでいかなければなりません。町職員の皆さんの一層のご活躍
と、町民各位の積極的な事業参加に期待し、賛成討論といたします。

杉山 哉史議員賛成討論

ノルディックウオーキング
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●
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

問
　
白
川
町
で
は
ど
の
よ
う
な
開
催
を
予
定
し
て

い
る
か
。

答
　
ふ
れ
あ
い
レ
ク
大
会
と
い
う
区
分
で
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
町
内
外
誰
で
も
参
加
が

可
能
で
あ
り
、
10
月
19
日
に
町
民
会
館
発
着
で
計

画
を
行
っ
て
い
る
。

●
実
践
的
な
英
語
学
習
機
会
の
提
供

問
　
こ
の
事
業
の
概
要
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答
　
教
材
使
用
料
と
し
て
予
算
計
上
し
て
お
り
、

業
者
に
依
頼
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な

る
。
令
和
６
年
度
に
は
、
各
中
学
校
で
無
料
ト
ラ

イ
ア
ル
を
実
施
し
、
１
時
間
の
授
業
の
中
で
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
同
世
代
の
生
徒
と
交
流
し
た
が
、
生
徒

の
反
応
も
非
常
に
よ
く
、
関
心
を
持
っ
て
取
り
組

む
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ト
ラ
イ
ア
ル
実
践
後
に
各
学
校
に
て
振
り
返
り

を
行
っ
た
が
、
海
外
と
の
交
流
に
向
け
て
普
段
の
授

業
に
さ
ら
に
注
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
見

や
、
国
際
交
流
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
ど
う
授
業
に

活
か
し
て
い
く
か
と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。

　
振
り
返
り
で
出
た
意
見
を
活
か
し
な
が
ら
、
今
後

の
事
業
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
新
校
舎
建
設
の
概
算
費
用
に
つ
い
て

問
　
最
新
の
金
額
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答
　
現
在
業
者
に
よ
る
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
３
月
末
頃
に
実
施
設
計
に
基
づ
く
積
算

事
業
費
が
提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

【
総
括
質
疑
】

問
　
新
し
い
学
校
の
建
設
に
関
す
る
説
明
会
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

答
　
教
育
委
員
会
は
、
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、

町
内
す
べ
て
の
保
育
園
、
小
・
中
学
校
の
参
観
日
等

の
場
で
説
明
し
、
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
た
。
時

間
が
少
な
く
メ
ー
ル
で
質
問
が
届
い
た
も
の
に
は
対

面
で
懇
談
を
行
っ
た
。
今
後
は
、
校
舎
だ
け
で
な

く
、
教
育
活
動
や
指
導
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
説
明

し
、
意
見
聴
取
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問
　
第
３
セ
ク
タ
ー
へ
の
支
援
と
同
様
に
、
個
人
事

業
者
へ
の
補
助
制
度
を
設
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
　
商
店
や
事
業
承
継
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状

を
認
識
し
て
お
り
、
支
援
の
必
要
性
は
あ
る
と
考
え

る
。
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
地
域
の
利
便
性
向
上

を
目
的
と
し
た
新
た
な
商
店
の
設
置
や
、
移
動
販
売

の
推
進
な
ど
の
可
能
性
、
ま
た
、
民
間
企
業
の
支
援

策
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
予
算
決
算
審
査
常
任
委
員
会
の
議
案
審
査
報
告
が
行
わ

れ
、次
の
６
項
目
に
つ
い
て
審
査
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

１
．南
海
・
東
南
海
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
中
、木
造

家
屋
の
耐
震
補
強
は
生
命
を
守
る
た
め
に
重
要
で
あ
る

が
、耐
震
改
修
に
か
か
る
費
用
が
多
額
と
な
る
た
め
、実

施
を
躊
躇
す
る
家
庭
が
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。低
コ

ス
ト
工
法
の
検
討
や
、森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た

補
助
額
の
か
さ
上
げ
等
、様
々
な
方
策
を
検
討
さ
れ
、

実
施
で
き
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

２
．地
域
振
興
に
向
け
た
新
し
い
政
策
が
予
算
化
さ
れ
、そ

の
積
極
的
な
姿
勢
は
評
価
す
る
が
、実
施
に
向
け
て
は
、

今一度
事
業
内
容
を
確
認
し
て
実
施
さ
れ
た
い
。

３
．生
産
量
が
減
少
し
て
い
る
大
豆
栽
培
に
つ
い
て
、生
産

量
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、関
係
機

関
と
十
分
な
協
議
と
調
査
研
究
を
進
め
ら
れ
た
い
。ま

た
、米
価
高
騰
の
流
れ
を
踏
ま
え
、有
効
な
水
田
の
活

用
を
検
討
さ
れ
た
い
。

４
．茶
業
・
林
業
に
関
す
る
新
組
織
で
あ
る「
特
産
品
振
興

セ
ン
タ
ー
」、「
森
林
活
用
セ
ン
タ
ー
」の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、関
係
組
織
と
連
携・調
整
を
図
り
な
が
ら
、着
実

に
推
進
さ
れ
た
い
。

５
．国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
白
川
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
事
業
に
つ
い
て
、ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
な
ど
に
よ
る

財
源
確
保
と
有
効
な
情
報
発
信
の
仕
組
み
を
検
討
さ

れ
た
い
。白
川
町
の
宝
物
と
し
て
、よ
り
多
く
の
人
を
呼

び
込
め
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

6
．学
校
建
設
に
関
し
て
、総
事
業
費
の
早
期
把
握
を
お
願

い
し
た
い
。資
金
計
画
や
詳
細
設
計
を
踏
ま
え
、地
域
に

対
し
て
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
説
明
会
の
開
催
を
進
め

て
い
た
だ
き
、住
民
の
理
解
と
納
得
が
得
ら
れ
る
よ
う

努
め
ら
れ
た
い
。

審
査
意
見

　令和７年度一般会計予算及び４つの特別会計、簡易水道事業会計予算に賛成の立場で討論をします。
　近年、日本各地で様々な災害が発生し、本町においても、防災・減災対策の強化が急務となって
います。今年度予算では、災害対策用車両の導入、消防団活動への支援など、災害発生時の対応力
向上や消防団員の確保に向けた施策が盛り込まれました。これにより、安心して暮らせるまちづく
りが進められることを期待します。
　また、本町の活性化には白川茶の振興をはじめとした、地域資源の活用や地域経済の振興、人口
減に向けた生活環境の向上や移住定住の促進が欠かせません。本予算では、特産品振興センターの
設置、デジタル地域通貨「しらか」の活用、リサイクルステーションの設置や、森林環境譲与税を
活用した里山整備が進められる他、町営住宅の単身向け改修など、地域経済の活性化と生活環境の
向上や移住定住に向けた整備が図られています。これらの施策が進むことで、持続可能な地域、そ
して白川町に資することを期待します。
　教育環境の整備についても、施設一体型小中学校の建設着工が予定されており、今後の子ども達
の学びの場の充実が図られます。少子化が進む中での統合については、避けられない課題ではあり
ますが、学校建設や統合を進めるにあたり、より一層、保護者や地域住民と十分な協議を重ねると
ともに、何よりも、子ども達にとって最善の環境を整えていただけるようお願いします。
　いよいよ新庁舎の開庁が来年１月に迫っています。スケジュールに沿った着実な建設と、町民に
とって愛される新庁舎となることを期待します。
　本予算では、様々なまちの未来を支える施策がバランスよく編成されており、持続可能なまちづ
くりに向けた適正な配分がなされていると評価します。
　結びとなりますが、各事業が、町民の理解と協力のもと効果的に執行されることを願い、また、
議会からの審査意見を尊重しつつ適切に進められることを求め、令和７年度一般会計予算及び４つ
の特別会計、簡易水道事業会計予算に賛成の討論とします。

佐伯 好典議員賛成討論

　令和７年度白川町一般会計予算並びに４つの特別会計予算、簡易水道事業会計予算に賛成の立場で
討論を行います。
　令和７年度の一般会計予算は、８３億円が計上されています。これは過去最大であった昨年の７６億
円を大幅に超え、２年前の令和５年の６３億円余りと比較すると、２０億円近く上回る超大型予算であ
ります。その大きな要因は、現在進行中で令和７年度に完成予定の庁舎建設と、令和７年度から着手
する学校建設の２つの大型建設事業であります。この２つの事業の総額は、７０億円近くになるもの
と思われますが、その財源には、計画的に積み上げられた基金や、国の交付税が措置される過疎債の
特別枠等を有効に活用されており、将来の町の財政に大きな負担となるものではなく、適切な財政計
画に敬意を表するものです。
　来年１月には、いよいよ新庁舎がオープンします。新年度には執行部の機構改革も計画されている
ようであり、庁舎移転に伴い、より機能性の高い事務処理体制と住民サービスの向上に努め、町民に
とって利便性が高く、親しみを持たれる庁舎となることを願っています。
　急激に進む人口減少と少子高齢化は、町行政の多くの分野に多くの課題をもたらしています。その
ような中、地域社会を維持し、町民の生活を守っていくために、移住定住対策や福祉、防災・減災対
策、子育て支援、産業の振興等、あらゆる分野に配慮した予算編成をしていただきました。特に、定
住支援制度の見直しによる移住者やＵターンの増加、デジタル地域通貨「しらか」の運用開始による
町内消費の喚起、特産品振興センターと森林資源活用センターの立ち上げによる農林業の活性化など
には大きな期待をするものです。新たに計画された事業や見直しをされた事業には、まだ詳細がまと
まっていないものもありますが、事業実施にあたっては、より一層創意工夫を凝らした制度設計をお
願いいたします。また、予算計上された全ての事業において、その内容や費用対効果などについて十
分な検討を重ねられ、効果的な事業の推進に当たっていただきたいと思います。
　私達町民も、様々な事業が町の支援を受けて行われていることを認識し、その支援を効果的に活用
するよう積極的に各種事業に取り組んでいかなければなりません。町職員の皆さんの一層のご活躍
と、町民各位の積極的な事業参加に期待し、賛成討論といたします。

杉山 哉史議員賛成討論
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条
例
の
制
定

▼
白
川
町
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
に
関
す
る
条
例

　
情
報
通
信
技
術
を
利
用
し
て
行
政
手

続
き
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
町
民
等
の

利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡

素
化
及
び
効
率
化
に
資
す
る
た
め
、
本

条
例
を
制
定
す
る
。

条
例
の
一
部
改
正

▼
白
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

▼
白
川
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例

▼
白
川
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例

▼
白
川
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例

　
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例

▼
白
川
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
に
関
す
る
条
例

▼
白
川
町
税
条
例

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例

▼
白
川
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例

　
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は

家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関

す
る
法
律
及
び
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　人
事
院
勧
告
の
内
容
に
準
じ
、
一
般

職
の
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営

を
図
る
こ
と
及
び
将
来
的
な
保
険
料
水

準
の
統
一
化
に
向
け
て
、
所
要
の
改
正

を
す
る
。

 

課
税
区
分
と
そ
の
割
合

　
○
医
療
給
付
分

　
　
・
所
得
割
　
６
．
81
％

　
　
・
資
産
割
　
９
．
00
％

　
○
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

　
　
・
所
得
割
　
２
．
78
％

　
　
・
資
産
割
　
４
．
00
％

　
○
介
護
納
付
金
分

　
　
・
所
得
割
　
２
．
62
％

　
　
・
資
産
割
　
３
．
00
％

▼
白
川
町
営
単
独
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

　
教
員
住
宅
柿
反
団
地
の
戸
数
の
全
部

を
町
営
単
独
住
宅
に
移
管
す
る
こ
と
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例

　
人
口
の
減
少
及
び
社
会
環
境
の
変
化

等
に
起
因
す
る
消
防
団
員
の
減
少
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防
団
員
の
定

員
を
４
０
０
人
か
ら
３
５
０
人
に
見
直

す
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
議
会
の
議
員
定
数
条
例

　
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
議
員
定
数

を
９
人
か
ら
８
人
に
削
減
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
。

（
※
14
・
15
頁
に
特
集
を
掲
載
し
て
い

ま
す
）

条
例
の
廃
止

▼
白
川
町
こ
ど
も
発
達
支
援
教
室
設
置

に
関
す
る
条
例

　
通
所
児
童
数
の
減
少
及
び
職
員
数
の

削
減
に
よ
り
、
白
川
町
こ
ど
も
発
達
支

援
教
室
に
お
け
る
指
定
障
害
児
通
所
支

援
事
業
を
廃
止
す
る
た
め
、
本
条
例
を

廃
止
す
る
。

そ
の
他

▼
蘇
原
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
変
更

　
蘇
原
地
区
で
辺
地
対
策
事
業
債
を
活

用
し
公
共
事
業
を
行
う
た
め
、
当
計
画

の
内
容
を
変
更
す
る
。

条
例
の
制
定
な
ど23

の
議
案
を
可
決

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
を
承
認

　
任
期
満
了
と
な
る
熊
崎
ゆ
り
子
氏

（
下
佐
見
）
の
退
任
に
伴
い
、
後
任
と

し
て
、
田
口
淳
子
氏
（
上
佐
見
）
を
推

薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し

た
。

　
任
期
は
、
令
和
10
年
６
月
30
日
ま
で

で
す
。

　
令
和
６
年
度
の
事
務
事
業
の
実
施
結

果
や
進
捗
状
況
を
精
査
し
、
不
要
額
を

減
額
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
（
第
７
号
）

で
は
、
１
億
７
２
０
０
万
円
を
減
額

し
、
総
額
78
億
１
０
０
０
万
円
に
、
介

護
保
険
特
別
会
計
（
第
３
号
）
で
は
、

５
８
３
０
万
円
を
減
額
し
、
総
額
12
億

４
２
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

簡
易
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
も
補
正

を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

（
一
般
会
計
）

・
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

 

１
０
０
７
万
円

・
光
の
子
保
育
園
委
託
料

 

２
９
５
万
円

・
森
林
整
備
促
進
事
業

 

１
３
９
７
万
円

・
町
道
等
除
雪
作
業
委
託
料

 

１
３
０
０
万
円

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

・
基
金
積
立
金
　
　
　
１
３
２
０
万
円

■
減
額
さ
れ
た
主
な
も
の

（
一
般
会
計
）

・
町
有
林
管
理
事
業
 

１
０
０
０
万
円

・
地
籍
調
査
事
業
 

２
１
０
０
万
円

・
福
祉
医
療
助
成
事
業
　
５
０
０
万
円

・
夏
秋
ト
マ
ト
選
果
場
改
修
事
業
負
担

金
 

５
９
８
万
円

・
大
豆
作
付
奨
励
金
 

２
４
８
万
円

・
集
団
営
農
用
機
械
施
設
整
備
事
業
補

助
金
 

３
３
０
万
円

・
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
補
助
金

 

２
６
０
万
円

・
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

 

２
７
５
万
円

・
茶
園
集
積
支
援
事
業
補
助
金

 

２
０
０
万
円

・
土
地
改
良
事
業
 

３
２
８
０
万
円

・
林
道
整
備
事
業
 

２
４
５
０
万
円

・
白
川
町
観
光
協
会
補
助
金

 

２
６
０
万
円

・
道
路
維
持
修
繕
事
業

 

４
９
４
９
万
円

・
道
路
新
設
改
良
事
業

 

１
０
３
５
万
円

・
林
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

 

１
７
８
０
万
円

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
費

 

５
１
６
０
万
円

・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
費

 

２
０
６
０
万
円

　
１
月
28
日
、
第
１
回
臨
時
会
を
開
会

し
ま
し
た
。
会
期
は
１
日
の
み
と
し
、

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
全
員
の
賛
成
を

も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
白
川
町
新
庁
舎
建
設
工
事
（
外
構
）

請
負
契
約
の
締
結

・
契
約
の
金
額
 

８
０
０
８
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　
　
白
川
町
坂
ノ
東
５
７
３
９
番
地

　
　
株
式
会
社
　
ニ
シ
ノ

▼
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　
８
０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後

の
総
額
を
79
億
８
２
０
０
万
円
に
し
ま

し
た
。

■
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

・
物
価
高
騰
対
応
支
援
給
付
金
事
業

 

３
５
７
５
万
円

・
物
価
高
騰
対
応
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン

ト
付
与
交
付
金
 

４
４
２
５
万
円

令
和
７
年

第
１
回
臨
時
会
を
開
催

令
和
６
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計
で
１
億

７
２
０
０
万
円
を
減
額

田口 淳子さん
たぐち じゅんこ
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条
例
の
制
定

▼
白
川
町
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
に
関
す
る
条
例

　
情
報
通
信
技
術
を
利
用
し
て
行
政
手

続
き
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
町
民
等
の

利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡

素
化
及
び
効
率
化
に
資
す
る
た
め
、
本

条
例
を
制
定
す
る
。

条
例
の
一
部
改
正

▼
白
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

▼
白
川
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例

▼
白
川
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例

▼
白
川
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例

　
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例

▼
白
川
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
に
関
す
る
条
例

▼
白
川
町
税
条
例

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例

▼
白
川
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例

　
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は

家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関

す
る
法
律
及
び
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　人
事
院
勧
告
の
内
容
に
準
じ
、
一
般

職
の
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営

を
図
る
こ
と
及
び
将
来
的
な
保
険
料
水

準
の
統
一
化
に
向
け
て
、
所
要
の
改
正

を
す
る
。

 

課
税
区
分
と
そ
の
割
合

　
○
医
療
給
付
分

　
　
・
所
得
割
　
６
．
81
％

　
　
・
資
産
割
　
９
．
00
％

　
○
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

　
　
・
所
得
割
　
２
．
78
％

　
　
・
資
産
割
　
４
．
00
％

　
○
介
護
納
付
金
分

　
　
・
所
得
割
　
２
．
62
％

　
　
・
資
産
割
　
３
．
00
％

▼
白
川
町
営
単
独
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

　
教
員
住
宅
柿
反
団
地
の
戸
数
の
全
部

を
町
営
単
独
住
宅
に
移
管
す
る
こ
と
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例

　
人
口
の
減
少
及
び
社
会
環
境
の
変
化

等
に
起
因
す
る
消
防
団
員
の
減
少
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防
団
員
の
定

員
を
４
０
０
人
か
ら
３
５
０
人
に
見
直

す
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
議
会
の
議
員
定
数
条
例

　
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
議
員
定
数

を
９
人
か
ら
８
人
に
削
減
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
。

（
※
14
・
15
頁
に
特
集
を
掲
載
し
て
い

ま
す
）

条
例
の
廃
止

▼
白
川
町
こ
ど
も
発
達
支
援
教
室
設
置

に
関
す
る
条
例

　
通
所
児
童
数
の
減
少
及
び
職
員
数
の

削
減
に
よ
り
、
白
川
町
こ
ど
も
発
達
支

援
教
室
に
お
け
る
指
定
障
害
児
通
所
支

援
事
業
を
廃
止
す
る
た
め
、
本
条
例
を

廃
止
す
る
。

そ
の
他

▼
蘇
原
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
変
更

　
蘇
原
地
区
で
辺
地
対
策
事
業
債
を
活

用
し
公
共
事
業
を
行
う
た
め
、
当
計
画

の
内
容
を
変
更
す
る
。

条
例
の
制
定
な
ど23

の
議
案
を
可
決

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
を
承
認

　
任
期
満
了
と
な
る
熊
崎
ゆ
り
子
氏

（
下
佐
見
）
の
退
任
に
伴
い
、
後
任
と

し
て
、
田
口
淳
子
氏
（
上
佐
見
）
を
推

薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し

た
。

　
任
期
は
、
令
和
10
年
６
月
30
日
ま
で

で
す
。

　
令
和
６
年
度
の
事
務
事
業
の
実
施
結

果
や
進
捗
状
況
を
精
査
し
、
不
要
額
を

減
額
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
（
第
７
号
）

で
は
、
１
億
７
２
０
０
万
円
を
減
額

し
、
総
額
78
億
１
０
０
０
万
円
に
、
介

護
保
険
特
別
会
計
（
第
３
号
）
で
は
、

５
８
３
０
万
円
を
減
額
し
、
総
額
12
億

４
２
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

簡
易
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
も
補
正

を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

（
一
般
会
計
）

・
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

 

１
０
０
７
万
円

・
光
の
子
保
育
園
委
託
料

 

２
９
５
万
円

・
森
林
整
備
促
進
事
業

 

１
３
９
７
万
円

・
町
道
等
除
雪
作
業
委
託
料

 

１
３
０
０
万
円

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

・
基
金
積
立
金
　
　
　
１
３
２
０
万
円

■
減
額
さ
れ
た
主
な
も
の

（
一
般
会
計
）

・
町
有
林
管
理
事
業
 

１
０
０
０
万
円

・
地
籍
調
査
事
業
 

２
１
０
０
万
円

・
福
祉
医
療
助
成
事
業
　
５
０
０
万
円

・
夏
秋
ト
マ
ト
選
果
場
改
修
事
業
負
担

金
 

５
９
８
万
円

・
大
豆
作
付
奨
励
金
 

２
４
８
万
円

・
集
団
営
農
用
機
械
施
設
整
備
事
業
補

助
金
 

３
３
０
万
円

・
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
補
助
金

 

２
６
０
万
円

・
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

 

２
７
５
万
円

・
茶
園
集
積
支
援
事
業
補
助
金

 

２
０
０
万
円

・
土
地
改
良
事
業
 

３
２
８
０
万
円

・
林
道
整
備
事
業
 

２
４
５
０
万
円

・
白
川
町
観
光
協
会
補
助
金

 

２
６
０
万
円

・
道
路
維
持
修
繕
事
業

 

４
９
４
９
万
円

・
道
路
新
設
改
良
事
業

 

１
０
３
５
万
円

・
林
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

 

１
７
８
０
万
円

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
費

 

５
１
６
０
万
円

・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
費

 

２
０
６
０
万
円

　
１
月
28
日
、
第
１
回
臨
時
会
を
開
会

し
ま
し
た
。
会
期
は
１
日
の
み
と
し
、

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
全
員
の
賛
成
を

も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
白
川
町
新
庁
舎
建
設
工
事
（
外
構
）

請
負
契
約
の
締
結

・
契
約
の
金
額
 

８
０
０
８
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　
　
白
川
町
坂
ノ
東
５
７
３
９
番
地

　
　
株
式
会
社
　
ニ
シ
ノ

▼
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　
８
０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後

の
総
額
を
79
億
８
２
０
０
万
円
に
し
ま

し
た
。

■
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

・
物
価
高
騰
対
応
支
援
給
付
金
事
業

 

３
５
７
５
万
円

・
物
価
高
騰
対
応
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン

ト
付
与
交
付
金
 

４
４
２
５
万
円

令
和
７
年

第
１
回
臨
時
会
を
開
催

令
和
６
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計
で
１
億

７
２
０
０
万
円
を
減
額

田口 淳子さん
たぐち じゅんこ
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伊佐治優 議員
いさじ まさる

　
セ
ン
タ
ー
の
主
な
活
動
は
、
生
産
量

確
保
の
た
め
の
調
整
役
、
高
品
質
な
茶

葉
生
産
の
た
め
の
生
産
管
理
指
導
、
そ

し
て
担
い
手
育
成
で
あ
る
。
高
齢
化
に

よ
る
担
い
手
不
足
は
深
刻
で
あ
り
、
生

産
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
付
加
価
値
向

上
が
急
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

白
川
茶
の
魅
力
を
再
認
識
し
、
栽
培
計

画
や
販
売
戦
略
を
練
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。

　
具
体
的
に
は
、
閉
鎖
さ
れ
た
荒
茶
工

場
の
代
替
と
し
て
、
既
存
の
生
産
組
合

等
へ
の
加
工
委
託
を
調
整
し
、
共
販
所

へ
の
出
荷
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
茶
商

等
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
成
分
分
析
や

土
壌
診
断
に
基
づ
く
生
産
管
理
指
導
を

行
い
、
品
質
向
上
に
努
め
る
。
担
い
手

育
成
は
、
短
期
間
で
の
解
決
は
難
し
い

も
の
の
、
白
川
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高

め
、
生
産
者
が
誇
り
を
持
て
る
環
境
を

作
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
特
産
品

振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
白
川
茶
の
原
点
に

立
ち
返
り
、
そ
の
魅
力
を
最
大
限
に
引

き
出
す
た
め
の
役
割
を
担
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
、
白
川
茶
の
持

続
的
な
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
関

係
者
と
連
携
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
　「
特
産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
」の
お
茶

の
生
産・加
工・販
売
規
模
を
ど
の
程
度

に
計
画
し
て
い
る
か
。

　
　渡
辺
白
川
茶
持
続
可
能
対
策
監

答
　
現
在
、
お
茶
生
産
を
継
続
し
た
い

農
家
の
茶
園
面
積
は
、
宇
津
尾
地
区
、

白
川
北
地
区
、
三
川
地
区
を
合
わ
せ
て

約
７
ｈ
ａ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
面
積

か
ら
生
産
さ
れ
る
荒
茶
量
は
、
約
3
千

㎏
程
度
に
な
る
見
込
み
で
、
共
販
所
へ

出
荷
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
㈲
白
川
町
農
業
開
発
を
は
じ
め
、

町
内
の
茶
商
社
の
老
朽
化
す
る
製
茶
機

械
の
更
新
に
つ
い
て
、
共
同
事
業
化
は

検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　渡
辺
白
川
茶
持
続
可
能
対
策
監

答
　
製
茶
機
械
の
老
朽
化
は
認
識
し
て

お
り
、
町
内
の
各
茶
商
社
も
同
様
の
課

題
が
生
じ
て
い
る
。
町
内
の
茶
生
産
者

や
関
連
事
業
者
と
協
議
を
重
ね
、
機
械

の
共
同
利
用
や
共
通
の
製
茶
設
備
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問
　
㈲
白
川
町
農
業
開
発
と
連
携
す
る

「
特
産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
」の
販
売
促
進

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　渡
辺
白
川
茶
持
続
可
能
対
策
監

答
　
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
の
製
茶
部
門
の
白

川
茶
商
品
の
研
究
開
発
、
白
川
茶
に
替

わ
る
転
換
作
物
の
導
入
実
験
、
将
来
的

に
は
そ
れ
ら
農
産
資
源
を
活
用
し
た
観

光
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
共
同
開
発
に
な

る
。

　
白
川
茶
商
品
の
開
発
は
、
新
た
な
製

茶
加
工
の
研
究
や
有
機
無
農
薬
栽
培
茶

の
加
工
研
究
、
和
紅
茶
の
ブ
レ
ン
ド
研

究
、
抹
茶
の
生
産
販
売
の
研
究
、
最
初

の
３
年
間
を
重
点
期
間
と
し
て
、
生
産

に
関
わ
る
地
域
の
連
携
強
化
と
販
売
戦

略
の
確
立
を
図
る
。

　
転
換
作
物
の
導
入
は
、
茶
園
の
荒
廃

対
策
と
し
て
、
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
や
栗

な
ど
の
果
樹
導
入
実
験
を
行
う
。

　
観
光
体
験
メ
ニ
ュ
ー
は
、
農
産
資
源

を
活
か
し
た
観
光
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
共

同
開
発
し
、
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
を
核
と
し

た
新
た
な
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構

築
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
図

り
、
地
域
農
業
の
収
益
向
上
を
目
指

す
。

問
　
学
校
給
食
で
㈲
白
川
町
農
業
開
発

を
経
由
し
た
町
内
産
米
の
使
用
の
拡
大

問
　
「
地
域
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー
」
の

中
の
「
特
産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
」
の
活

動
に
つ
い
て
問
う
。

長
尾
農
林
課
長

答
　
令
和
７
年
度
よ
り
、
白
川
茶
の
振

興
を
目
的
と
し
た
特
産
品
振
興
セ
ン

タ
ー
を
道
の
駅
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
に
開
設

す
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
農
林
課
農

務
係
の
職
員
２
名
と
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
へ

の
一
部
業
務
委
託
に
よ
り
運
営
し
、

茶
の
生
産
が
厳
し
い
中
で
の
生
産
体
制

の
維
持
と
販
路
拡
大
を
目
指
す
。

問
今
後
の
白
川
町
の
農
林
業

振
興
に
つ
い
て

２
人
の
議
員
が
登
壇

一
般
質
問

を
検
討
で
き
な
い
か
。

長
尾
農
林
課
長

答
　
白
川
町
で
は
、
学
校
・
保
育
園
給

食
へ
の
地
場
産
米
使
用
を
推
進
し
、
食

育
に
活
用
し
て
い
る
。
現
在
、
１
ケ
月

の
給
食
に
「
白
川
米
の
日
」
を
１
回
、

「
有
機
米
の
日
」
を
２
回
設
け
、
子
ど

も
た
ち
に
提
供
し
て
い
る
。

　
課
題
は
、
安
定
供
給
と
物
流
体
制
の

構
築
で
あ
る
。
営
農
組
合
の
出
荷
調
整

や
保
管
場
所
の
確
保
、
精
米
の
運
搬
な

ど
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
以
降
、
関

係
機
関
と
連
携
し
実
現
を
目
指
し
た

い
。
給
食
米
の
供
給
シ
ス
テ
ム
に
㈲
白

川
町
農
業
開
発
が
連
携
す
る
こ
と
は

様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、
解
決
す
る
よ

う
検
討
し
た
い
。

問
　
水
田
を
含
む
農
地
保
全
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

長
尾
農
林
課
長

答
　
白
川
町
で
は
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
、
収
益
性
の
低
さ

か
ら
農
地
維
持
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
耕
作
放
棄
地
の
増
加
は
、
環
境
悪

化
や
住
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
町
は
令
和
６
年
度
に
「
白
川
町
農

業
地
域
計
画
」
を
策
定
し
、
地
域
住
民

と
の
協
議
を
通
じ
て
、
担
い
手
に
よ
る

農
地
維
持
を
目
指
す
目
標
地
図
を
作
成

し
た
。
し
か
し
、
担
い
手
不
足
や
個
人

管
理
の
限
界
か
ら
、
組
織
体
制
強
化
が

急
務
で
あ
る
。
現
在
、
交
付
金
制
度
や

補
助
制
度
を
活
用
し
て
い
る
が
、
営
農

組
合
の
広
域
化
や
法
人
化
を
推
進
し
、

持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
す
。
地
域
計

画
は
毎
年
見
直
し
、
改
善
を
図
り
、
未

来
へ
農
地
を
継
承
す
る
方
法
を
模
索
す

る
。

問
　
市
町
村
森
林
経
営
管
理
制
度
の
必

要
性
と
そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

今
井
林
政
推
進
対
策
監

答
　
こ
の
制
度
は
、
森
林
施
業
が
出
来

て
い
な
い
山
林
を
、
災
害
抑
止
効
果
の

向
上
な
ど
公
益
を
守
る
た
め
、
市
町
村

が
施
業
を
進
め
る
事
が
で
き
る
制
度
で

あ
る
が
、
す
べ
て
の
森
林
を
網
羅
で
き

ず
、
管
理
す
る
森
林
の
区
分
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
地
籍
調
査
が
進
み
山
の

所
有
者
が
分
か
ら
な
い
と
所
有
者
の
意

向
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の

た
め
、
地
籍
調
査
と
共
に
山
林
の
境
界

明
確
化
事
業
を
進
め
所
有
者
の
境
界
を

確
定
す
る
事
に
努
め
て
い
る
。
令
和
７

年
度
か
ら
地
籍
調
査
済
み
の
山
林
で
森

林
資
源
調
査
や
台
帳
化
、
計
画
作
り
を

進
め
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に
取
り
組

め
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

問
　
森
林
資
源
調
査
と
組
合
組
織
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

今
井
林
政
推
進
対
策
監

答
　
白
川
町
の
林
業
を
牽
引
す
る
団
体

と
し
て
、
白
川
町
森
林
組
合
、
東
濃
ヒ

ノ
キ
白
川
市
場
協
同
組
合
、
東
濃
ひ
の

き
製
品
流
通
協
同
組
合
が
あ
る
。
こ
れ

ら
が
連
携
す
る
こ
と
で
効
果
的
な
業
務

も
あ
り
、
町
も
一
緒
に
な
り
連
携
業
務

を
増
や
せ
れ
ば
と
思
う
。
森
林
活
用
セ

ン
タ
ー
で
は
そ
の
部
分
の
業
務
を
検
討

す
る
。
ま
た
、
町
内
森
林
全
体
の
将
来

計
画
作
り
も
必
要
な
の
で
、
管
理
計
画

作
り
に
着
手
す
る
。

　
森
林
資
源
調
査
は
、
経
営
管
理
制
度

の
基
礎
と
な
る
林
地
の
台
帳
化
を
行
う

も
の
で
、
所
有
者
境
界
の
他
、
森
林
の

状
態
も
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
森
林

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
や
森
林
施
業
に
参
考

に
な
る
情
報
の
収
集
で
、
ド
ロ
ー
ン
と

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
蓄

積
し
て
い
く
手
法
を
検
討
す
る
。

問
　
「
森
林
活
用
セ
ン
タ
ー
」
の
法
人

化
へ
の
目
的
と
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
か
。

長
尾
農
林
課
長

答
　
現
在
、
山
林
境
界
の
明
確
化
を
実

施
す
る
中
で
、
町
へ
寄
付
し
た
い
と
の

話
を
聞
く
が
、
町
で
は
管
理
出
来
る
山

林
で
な
い
と
受
け
取
れ
な
い
。
ま
た
、

町
有
林
は
森
林
環
境
譲
与
税
の
算
出
森

林
面
積
か
ら
外
れ
、
譲
与
税
が
減
額
さ

れ
る
結
果
と
な
る
。
そ
こ
で
、
「
森
林

活
用
セ
ン
タ
ー
」
を
法
人
化
し
て
、
森

林
の
受
け
手
と
な
る
事
を
考
え
て
い

る
。
今
後
、
農
林
業
一
体
と
な
っ
た
、

振
興
施
策
を
検
討
・
計
画
し
て
い
く
た

め
、
先
の
「
特
産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
」

と
連
携
し
た
「
地
域
資
源
活
用
セ
ン

タ
ー
」
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
り
、

様
々
な
角
度
か
ら
法
人
化
の
形
態
を
検

討
し
た
い
。

問
　
今
後
の
農
林
業
施
策
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
を
問
う
。

佐
伯
町
長

答
　
白
川
町
の
農
林
業
は
、
多
様
な
課

題
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
新
た
な
可
能

性
を
模
索
し
て
い
る
。
農
業
分
野
で

は
、
茶
、
大
豆
、
米
、
ト
マ
ト
な
ど
が

主
要
な
作
物
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な

る
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
茶
農
家
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
は
深
刻
で
、
「
特

産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
」
設
立
に
期
待
し

て
い
る
。
大
豆
は
、
夏
の
高
温
に
よ
る

栽
培
困
難
に
直
面
し
て
い
る
。
一
方

で
、
米
価
の
上
昇
は
、
農
家
に
明
る
い

兆
し
を
見
せ
て
お
り
、
有
機
農
業
へ
の

取
り
組
み
や
ト
マ
ト
栽
培
の
成
功
事
例

は
、
新
た
な
可
能
性
を
示
唆
し
て
い

る
。

　
林
業
分
野
で
は
、
担
い
手
不
足
が
深

刻
な
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
お

一般質問の様子が、
YouTube（動画
配信サイト）でご覧
いただけます。
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伊佐治優 議員
いさじ まさる

　
セ
ン
タ
ー
の
主
な
活
動
は
、
生
産
量

確
保
の
た
め
の
調
整
役
、
高
品
質
な
茶

葉
生
産
の
た
め
の
生
産
管
理
指
導
、
そ

し
て
担
い
手
育
成
で
あ
る
。
高
齢
化
に

よ
る
担
い
手
不
足
は
深
刻
で
あ
り
、
生

産
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
付
加
価
値
向

上
が
急
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

白
川
茶
の
魅
力
を
再
認
識
し
、
栽
培
計

画
や
販
売
戦
略
を
練
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。

　
具
体
的
に
は
、
閉
鎖
さ
れ
た
荒
茶
工

場
の
代
替
と
し
て
、
既
存
の
生
産
組
合

等
へ
の
加
工
委
託
を
調
整
し
、
共
販
所

へ
の
出
荷
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
茶
商

等
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
成
分
分
析
や

土
壌
診
断
に
基
づ
く
生
産
管
理
指
導
を

行
い
、
品
質
向
上
に
努
め
る
。
担
い
手

育
成
は
、
短
期
間
で
の
解
決
は
難
し
い

も
の
の
、
白
川
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高

め
、
生
産
者
が
誇
り
を
持
て
る
環
境
を

作
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
特
産
品

振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
白
川
茶
の
原
点
に

立
ち
返
り
、
そ
の
魅
力
を
最
大
限
に
引

き
出
す
た
め
の
役
割
を
担
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
、
白
川
茶
の
持

続
的
な
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
関

係
者
と
連
携
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
　「
特
産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
」の
お
茶

の
生
産・加
工・販
売
規
模
を
ど
の
程
度

に
計
画
し
て
い
る
か
。

　
　渡
辺
白
川
茶
持
続
可
能
対
策
監

答
　
現
在
、
お
茶
生
産
を
継
続
し
た
い

農
家
の
茶
園
面
積
は
、
宇
津
尾
地
区
、

白
川
北
地
区
、
三
川
地
区
を
合
わ
せ
て

約
７
ｈ
ａ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
面
積

か
ら
生
産
さ
れ
る
荒
茶
量
は
、
約
3
千

㎏
程
度
に
な
る
見
込
み
で
、
共
販
所
へ

出
荷
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
㈲
白
川
町
農
業
開
発
を
は
じ
め
、

町
内
の
茶
商
社
の
老
朽
化
す
る
製
茶
機

械
の
更
新
に
つ
い
て
、
共
同
事
業
化
は

検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　渡
辺
白
川
茶
持
続
可
能
対
策
監

答
　
製
茶
機
械
の
老
朽
化
は
認
識
し
て

お
り
、
町
内
の
各
茶
商
社
も
同
様
の
課

題
が
生
じ
て
い
る
。
町
内
の
茶
生
産
者

や
関
連
事
業
者
と
協
議
を
重
ね
、
機
械

の
共
同
利
用
や
共
通
の
製
茶
設
備
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問
　
㈲
白
川
町
農
業
開
発
と
連
携
す
る

「
特
産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
」の
販
売
促
進

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　渡
辺
白
川
茶
持
続
可
能
対
策
監

答
　
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
の
製
茶
部
門
の
白

川
茶
商
品
の
研
究
開
発
、
白
川
茶
に
替

わ
る
転
換
作
物
の
導
入
実
験
、
将
来
的

に
は
そ
れ
ら
農
産
資
源
を
活
用
し
た
観

光
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
共
同
開
発
に
な

る
。

　
白
川
茶
商
品
の
開
発
は
、
新
た
な
製

茶
加
工
の
研
究
や
有
機
無
農
薬
栽
培
茶

の
加
工
研
究
、
和
紅
茶
の
ブ
レ
ン
ド
研

究
、
抹
茶
の
生
産
販
売
の
研
究
、
最
初

の
３
年
間
を
重
点
期
間
と
し
て
、
生
産

に
関
わ
る
地
域
の
連
携
強
化
と
販
売
戦

略
の
確
立
を
図
る
。

　
転
換
作
物
の
導
入
は
、
茶
園
の
荒
廃

対
策
と
し
て
、
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
や
栗

な
ど
の
果
樹
導
入
実
験
を
行
う
。

　
観
光
体
験
メ
ニ
ュ
ー
は
、
農
産
資
源

を
活
か
し
た
観
光
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
共

同
開
発
し
、
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
を
核
と
し

た
新
た
な
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構

築
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
図

り
、
地
域
農
業
の
収
益
向
上
を
目
指

す
。

問
　
学
校
給
食
で
㈲
白
川
町
農
業
開
発

を
経
由
し
た
町
内
産
米
の
使
用
の
拡
大

問
　
「
地
域
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー
」
の

中
の
「
特
産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
」
の
活

動
に
つ
い
て
問
う
。

長
尾
農
林
課
長

答
　
令
和
７
年
度
よ
り
、
白
川
茶
の
振

興
を
目
的
と
し
た
特
産
品
振
興
セ
ン

タ
ー
を
道
の
駅
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
に
開
設

す
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
農
林
課
農

務
係
の
職
員
２
名
と
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
へ

の
一
部
業
務
委
託
に
よ
り
運
営
し
、

茶
の
生
産
が
厳
し
い
中
で
の
生
産
体
制

の
維
持
と
販
路
拡
大
を
目
指
す
。

問
今
後
の
白
川
町
の
農
林
業

振
興
に
つ
い
て

２
人
の
議
員
が
登
壇

一
般
質
問

を
検
討
で
き
な
い
か
。

長
尾
農
林
課
長

答
　
白
川
町
で
は
、
学
校
・
保
育
園
給

食
へ
の
地
場
産
米
使
用
を
推
進
し
、
食

育
に
活
用
し
て
い
る
。
現
在
、
１
ケ
月

の
給
食
に
「
白
川
米
の
日
」
を
１
回
、

「
有
機
米
の
日
」
を
２
回
設
け
、
子
ど

も
た
ち
に
提
供
し
て
い
る
。

　
課
題
は
、
安
定
供
給
と
物
流
体
制
の

構
築
で
あ
る
。
営
農
組
合
の
出
荷
調
整

や
保
管
場
所
の
確
保
、
精
米
の
運
搬
な

ど
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
以
降
、
関

係
機
関
と
連
携
し
実
現
を
目
指
し
た

い
。
給
食
米
の
供
給
シ
ス
テ
ム
に
㈲
白

川
町
農
業
開
発
が
連
携
す
る
こ
と
は

様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、
解
決
す
る
よ

う
検
討
し
た
い
。

問
　
水
田
を
含
む
農
地
保
全
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

長
尾
農
林
課
長

答
　
白
川
町
で
は
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
、
収
益
性
の
低
さ

か
ら
農
地
維
持
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
耕
作
放
棄
地
の
増
加
は
、
環
境
悪

化
や
住
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
町
は
令
和
６
年
度
に
「
白
川
町
農

業
地
域
計
画
」
を
策
定
し
、
地
域
住
民

と
の
協
議
を
通
じ
て
、
担
い
手
に
よ
る

農
地
維
持
を
目
指
す
目
標
地
図
を
作
成

し
た
。
し
か
し
、
担
い
手
不
足
や
個
人

管
理
の
限
界
か
ら
、
組
織
体
制
強
化
が

急
務
で
あ
る
。
現
在
、
交
付
金
制
度
や

補
助
制
度
を
活
用
し
て
い
る
が
、
営
農

組
合
の
広
域
化
や
法
人
化
を
推
進
し
、

持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
す
。
地
域
計

画
は
毎
年
見
直
し
、
改
善
を
図
り
、
未

来
へ
農
地
を
継
承
す
る
方
法
を
模
索
す

る
。

問
　
市
町
村
森
林
経
営
管
理
制
度
の
必

要
性
と
そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

今
井
林
政
推
進
対
策
監

答
　
こ
の
制
度
は
、
森
林
施
業
が
出
来

て
い
な
い
山
林
を
、
災
害
抑
止
効
果
の

向
上
な
ど
公
益
を
守
る
た
め
、
市
町
村

が
施
業
を
進
め
る
事
が
で
き
る
制
度
で

あ
る
が
、
す
べ
て
の
森
林
を
網
羅
で
き

ず
、
管
理
す
る
森
林
の
区
分
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
地
籍
調
査
が
進
み
山
の

所
有
者
が
分
か
ら
な
い
と
所
有
者
の
意

向
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の

た
め
、
地
籍
調
査
と
共
に
山
林
の
境
界

明
確
化
事
業
を
進
め
所
有
者
の
境
界
を

確
定
す
る
事
に
努
め
て
い
る
。
令
和
７

年
度
か
ら
地
籍
調
査
済
み
の
山
林
で
森

林
資
源
調
査
や
台
帳
化
、
計
画
作
り
を

進
め
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に
取
り
組

め
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

問
　
森
林
資
源
調
査
と
組
合
組
織
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

今
井
林
政
推
進
対
策
監

答
　
白
川
町
の
林
業
を
牽
引
す
る
団
体

と
し
て
、
白
川
町
森
林
組
合
、
東
濃
ヒ

ノ
キ
白
川
市
場
協
同
組
合
、
東
濃
ひ
の

き
製
品
流
通
協
同
組
合
が
あ
る
。
こ
れ

ら
が
連
携
す
る
こ
と
で
効
果
的
な
業
務

も
あ
り
、
町
も
一
緒
に
な
り
連
携
業
務

を
増
や
せ
れ
ば
と
思
う
。
森
林
活
用
セ

ン
タ
ー
で
は
そ
の
部
分
の
業
務
を
検
討

す
る
。
ま
た
、
町
内
森
林
全
体
の
将
来

計
画
作
り
も
必
要
な
の
で
、
管
理
計
画

作
り
に
着
手
す
る
。

　
森
林
資
源
調
査
は
、
経
営
管
理
制
度

の
基
礎
と
な
る
林
地
の
台
帳
化
を
行
う

も
の
で
、
所
有
者
境
界
の
他
、
森
林
の

状
態
も
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
森
林

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
や
森
林
施
業
に
参
考

に
な
る
情
報
の
収
集
で
、
ド
ロ
ー
ン
と

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
詳
細
な
デ
ー
タ
を
蓄

積
し
て
い
く
手
法
を
検
討
す
る
。

問
　
「
森
林
活
用
セ
ン
タ
ー
」
の
法
人

化
へ
の
目
的
と
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
か
。

長
尾
農
林
課
長

答
　
現
在
、
山
林
境
界
の
明
確
化
を
実

施
す
る
中
で
、
町
へ
寄
付
し
た
い
と
の

話
を
聞
く
が
、
町
で
は
管
理
出
来
る
山

林
で
な
い
と
受
け
取
れ
な
い
。
ま
た
、

町
有
林
は
森
林
環
境
譲
与
税
の
算
出
森

林
面
積
か
ら
外
れ
、
譲
与
税
が
減
額
さ

れ
る
結
果
と
な
る
。
そ
こ
で
、
「
森
林

活
用
セ
ン
タ
ー
」
を
法
人
化
し
て
、
森

林
の
受
け
手
と
な
る
事
を
考
え
て
い

る
。
今
後
、
農
林
業
一
体
と
な
っ
た
、

振
興
施
策
を
検
討
・
計
画
し
て
い
く
た

め
、
先
の
「
特
産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
」

と
連
携
し
た
「
地
域
資
源
活
用
セ
ン

タ
ー
」
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
り
、

様
々
な
角
度
か
ら
法
人
化
の
形
態
を
検

討
し
た
い
。

問
　
今
後
の
農
林
業
施
策
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
を
問
う
。

佐
伯
町
長

答
　
白
川
町
の
農
林
業
は
、
多
様
な
課

題
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
新
た
な
可
能

性
を
模
索
し
て
い
る
。
農
業
分
野
で

は
、
茶
、
大
豆
、
米
、
ト
マ
ト
な
ど
が

主
要
な
作
物
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な

る
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
茶
農
家
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
は
深
刻
で
、
「
特

産
品
振
興
セ
ン
タ
ー
」
設
立
に
期
待
し

て
い
る
。
大
豆
は
、
夏
の
高
温
に
よ
る

栽
培
困
難
に
直
面
し
て
い
る
。
一
方

で
、
米
価
の
上
昇
は
、
農
家
に
明
る
い

兆
し
を
見
せ
て
お
り
、
有
機
農
業
へ
の

取
り
組
み
や
ト
マ
ト
栽
培
の
成
功
事
例

は
、
新
た
な
可
能
性
を
示
唆
し
て
い

る
。

　
林
業
分
野
で
は
、
担
い
手
不
足
が
深

刻
な
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
お

一般質問の様子が、
YouTube（動画
配信サイト）でご覧
いただけます。
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業
を
活
用
し
て
緩
衝
帯
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
が
、
制
度
の
対
象
外
と
な
る
山

林
も
多
く
、
対
応
に
限
界
が
あ
る
。
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
そ
う
し
た

区
域
に
も
整
備
を
広
げ
る
必
要
性
は
感

じ
て
お
り
、
公
共
性
の
高
い
場
所
か
ら

の
事
業
化
を
検
討
し
て
い
く
。
課
題
と

し
て
は
、
所
有
者
と
の
同
意
や
整
備
後

の
維
持
管
理
、
法
的
整
理
な
ど
が
あ

る
。
竹
林
に
つ
い
て
は
特
に
処
理
の
難

し
さ
が
あ
る
た
め
、
チ
ッ
パ
ー
等
の
機

材
整
備
や
自
治
会
等
へ
の
貸
し
出
し
も

含
め
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

で
あ
る
。
な
お
、
岐
阜
県
が
各
圏
域
に

ス
タ
ー
リ
ン
ク
を
配
備
し
て
お
り
、
必

要
時
に
は
可
茂
県
事
務
所
か
ら
借
用
が

可
能
な
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の

技
術
動
向
や
導
入
事
例
を
注
視
し
な
が

ら
、
町
と
し
て
も
柔
軟
に
検
討
を
進
め

て
い
く
。

　人
口
減
少
に
伴
い
放
置
さ
れ
る
山
林

や
竹
林
が
増
え
て
い
る
。
県
の
バ
ッ

フ
ァ
ゾ
ー
ン
事
業
に
よ
り
対
応
で
き
な

い
土
地
も
あ
り
、
こ
の
先
の
里
山
整
備

に
対
し
て
、
町
と
し
て
対
策
を
講
じ
る

べ
き
だ
と
考
え
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
た
整
備
事
業
の
可
能
性
に
つ
い
て

質
問
す
る
。

問
　
里
山
や
竹
林
の
管
理
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
県
の
補
助
金
で
は
対
応

で
き
な
い
土
地
も
あ
り
、
人
口
減
少
等

で
こ
う
し
た
事
例
が
増
え
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
中
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
対
応
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

町
と
し
て
の
考
え
を
お
聞
き
す
る
。

長
尾
農
林
課
長

答
　
町
で
は
現
在
、
県
の
里
山
整
備
事

　自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
お
い
て
、
生
成
Ａ
Ｉ

の
導
入
は
比
較
的
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
、

行
政
の
効
率
化
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
、
産
業
振
興
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
防
災
と

い
っ
た
幅
広
い
分
野
に
応
用
が
可
能
で

あ
る
た
め
、
早
期
導
入
に
向
け
た
整
備

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
質

問
す
る
。

問
　
生
成
Ａ
Ｉ
は
既
存
の
デ
ジ
タ
ル
環

境
で
導
入
が
し
や
す
く
、他
自
治
体
の

事
例
も
踏
ま
え
て
導
入
を
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
藤
井
総
務
課
長

答
　
ご
指
摘
の
通
り
、
生
成
A
I
の
活

用
は
業
務
効
率
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
資
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現

在
、
町
内
で
は
一
部
職
員
が
業
務
に
お

い
て
文
章
要
約
や
校
正
等
に
試
験
的
に

活
用
し
て
い
る
が
、
組
織
的
な
運
用
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
、
職
員
研

修
や
活
用
事
例
の
共
有
を
通
じ
、
活
用

の
幅
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
町
内
Ｉ
Ｔ
企
業
と
連
携
し
、
例
規

の
作
成
・
改
正
業
務
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
す

る
実
証
も
進
行
中
で
あ
る
。
導
入
に
あ

た
っ
て
は
、
情
報
の
正
確
性
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
等
の
観
点
も
重
要
で
あ

り
、
国
や
他
自
治
体
の
動
向
を
参
考

に
、
白
川
町
と
し
て
の
活
用
方
針
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備
も
検
討
し
て
い

く
。　大

規
模
な
災
害
時
、
地
震
や
豪
雨
な

ど
で
送
電
線
等
が
遮
断
さ
れ
た
際
、
通

信
イ
ン
フ
ラ
が
途
絶
え
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
住
民
の
安
全
確

保
や
避
難
誘
導
に
大
き
な
支
障
を
き
た

し
、
迅
速
な
災
害
へ
の
対
応
が
遅
れ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
現
状
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

問
　
本
町
で
の
大
規
模
災
害
時
等
に
お

け
る
、電
源
消
失
時
の
情
報
伝
達
手
段

は
ど
の
よ
う
か
、ま
た
課
題
に
つ
い
て
お

聞
き
す
る
。

藤
井
総
務
課
長

答
　
白
川
町
で
は
、
災
害
時
に
備
え
て

デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機
と
防
災
行
政
無

線
を
整
備
し
て
お
り
、
非
常
用
電
源
や

乾
電
池
に
よ
っ
て
停
電
時
で
も
一
定
の

情
報
伝
達
が
可
能
な
体
制
を
構
築
し
て

い
る
。
無
線
機
は
消
防
団
や
各
拠
点
に

配
備
さ
れ
、
双
方
向
通
信
も
可
能
で
あ

る
。
一
方
で
課
題
と
し
て
、
光
ケ
ー
ブ

ル
の
断
線
や
基
地
局
の
電
力
喪
失
に
よ

る
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
脆
弱
性
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
実
際
、
能
登
半
島
地
震
で

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
通
信
が
数
日
で

途
絶
し
た
例
も
あ
り
、
今
後
は
代
替
手

段
の
確
保
と
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

問
　
災
害
時
に
既
存
の
通
信
イ
ン
フ
ラ

が
途
絶
す
る
リ
ス
ク
に
備
え
、衛
星
通
信

サ
ー
ビ
ス「
ス
タ
ー
リ
ン
ク
」の
導
入
を
町

で
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。現
状
の

認
識
と
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
お
聞

き
す
る
。

藤
井
総
務
課
長

答
　
ス
タ
ー
リ
ン
ク
は
電
源
さ
え
確
保

で
き
れ
ば
、
災
害
時
で
も
安
定
し
た
通

信
が
可
能
で
あ
り
、
有
効
な
手
段
と
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
本
町
で
は
、
現

時
点
で
導
入
予
定
は
な
く
、
主
な
理
由

は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
へ
の
懸
念
か
ら

こ
し
協
力
隊
に
よ
る
人
材
育
成
や
、
Ｇ

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
活
用
な
ど
、
新
た

な
取
り
組
み
で
活
性
化
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
、
所
有
者
が
不
明
な
土
地
問

題
へ
の
対
応
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

受
け
皿
と
な
る
法
人
設
立
の
必
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
農
林
業
共
通
の
課
題
と
し
て
、
鳥
獣

被
害
の
深
刻
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特

に
、
シ
カ
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
、
農

作
物
や
森
林
へ
の
影
響
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
県
知
事
も
鳥
獣
害
対
策
に
意
欲

を
示
し
て
お
り
、
新
た
な
対
策
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　
白
川
町
で
は
、
か
つ
て
は
多
く
の
住

民
が
農
林
業
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、
現

代
で
は
従
事
者
が
減
少
し
、
政
策
へ
の

理
解
も
変
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
町

は
農
林
業
を
重
要
な
産
業
と
位
置
付

け
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
知
恵
を
絞

り
、
関
係
者
と
協
力
し
な
が
ら
振
興
に

取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
持
続
可
能
な
農
林
業
の
実
現
を

目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
若
者
の
就
業
促
進
、
技
術
革

新
、
地
域
連
携
の
強
化
な
ど
が
求
め
ら

れ
る
。

研修会に参加
町幹部職員と合同でハラスメント研修を実施しました

　2月4日、「白川町ハラスメント防止条例」（令和6年9月
制定）を受けて、町幹部職員と合同でハラスメント研修を
実施しました。
　研修では、さまざまなハラスメントの中から、パワーハ
ラスメント（パワハラ）とセクシュアルハラスメント（セクハ
ラ）を中心に学びました。
　パワハラでは、その判断基準として、受けた側の主観
ではなく、社会一般の客観的な視点が重要であることを、
具体的な事例を通して学びました。また、怒りが周囲に与える影響や、その感情が生まれる背景に
ついても考えました。セクハラでは、性別や身体的特徴に関する発言が、相手の性別を問わず不快
感を与える可能性があることを理解し、日常の言動に注意を払うことの大切さを学びました。
　本研修を通じて、多くの気づきを得ることができました。

町村議会広報クリニックに参加しました
　2月１4日、東京都・全国町村議員会館で開催された「令和６年度町村議会広報クリニック」に、議
会広報編集委員４名と議会事務局長が参加しました。
　クリニックでは、自治体広報広聴研究所代表理事の金井茂樹氏を講師に、福井県、岐阜県、静
岡県、愛知県内の７町が、議会広報の基本と編集について学び、各町が持ち寄った議会だよりに
ついて講師から講評をいただきました。
　わかりやすい議会だよりをお届けできるように、今後も研鑽に励んでまいります。

◇◇ 議会を傍聴しませんか ◇◇

次回の定例会は、下記のとおりです。
６月１２日（木）  一般質問、一般議案
〇入場できる定員は１５名です。
〇日程は都合により変更となる場合

があります。審議内容や開催時間
はお問い合わせください。

※議会事務局
　☎ 72-1311（内線 291）

問
生
成
A
I
の
導
入
に
つ
い
て

さえき よしのり

佐伯好典 議員

問
大
規
模
災
害
時
の
通
信
手
段

確
保
に
つ
い
て

問
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

た
里
山
整
備
に
つ
い
て
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業
を
活
用
し
て
緩
衝
帯
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
が
、
制
度
の
対
象
外
と
な
る
山

林
も
多
く
、
対
応
に
限
界
が
あ
る
。
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
そ
う
し
た

区
域
に
も
整
備
を
広
げ
る
必
要
性
は
感

じ
て
お
り
、
公
共
性
の
高
い
場
所
か
ら

の
事
業
化
を
検
討
し
て
い
く
。
課
題
と

し
て
は
、
所
有
者
と
の
同
意
や
整
備
後

の
維
持
管
理
、
法
的
整
理
な
ど
が
あ

る
。
竹
林
に
つ
い
て
は
特
に
処
理
の
難

し
さ
が
あ
る
た
め
、
チ
ッ
パ
ー
等
の
機

材
整
備
や
自
治
会
等
へ
の
貸
し
出
し
も

含
め
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

で
あ
る
。
な
お
、
岐
阜
県
が
各
圏
域
に

ス
タ
ー
リ
ン
ク
を
配
備
し
て
お
り
、
必

要
時
に
は
可
茂
県
事
務
所
か
ら
借
用
が

可
能
な
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の

技
術
動
向
や
導
入
事
例
を
注
視
し
な
が

ら
、
町
と
し
て
も
柔
軟
に
検
討
を
進
め

て
い
く
。

　人
口
減
少
に
伴
い
放
置
さ
れ
る
山
林

や
竹
林
が
増
え
て
い
る
。
県
の
バ
ッ

フ
ァ
ゾ
ー
ン
事
業
に
よ
り
対
応
で
き
な

い
土
地
も
あ
り
、
こ
の
先
の
里
山
整
備

に
対
し
て
、
町
と
し
て
対
策
を
講
じ
る

べ
き
だ
と
考
え
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
た
整
備
事
業
の
可
能
性
に
つ
い
て

質
問
す
る
。

問
　
里
山
や
竹
林
の
管
理
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
県
の
補
助
金
で
は
対
応

で
き
な
い
土
地
も
あ
り
、
人
口
減
少
等

で
こ
う
し
た
事
例
が
増
え
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
中
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
対
応
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

町
と
し
て
の
考
え
を
お
聞
き
す
る
。

長
尾
農
林
課
長

答
　
町
で
は
現
在
、
県
の
里
山
整
備
事

　自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
お
い
て
、
生
成
Ａ
Ｉ

の
導
入
は
比
較
的
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
、

行
政
の
効
率
化
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
、
産
業
振
興
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
防
災
と

い
っ
た
幅
広
い
分
野
に
応
用
が
可
能
で

あ
る
た
め
、
早
期
導
入
に
向
け
た
整
備

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
質

問
す
る
。

問
　
生
成
Ａ
Ｉ
は
既
存
の
デ
ジ
タ
ル
環

境
で
導
入
が
し
や
す
く
、他
自
治
体
の

事
例
も
踏
ま
え
て
導
入
を
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
藤
井
総
務
課
長

答
　
ご
指
摘
の
通
り
、
生
成
A
I
の
活

用
は
業
務
効
率
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
資
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現

在
、
町
内
で
は
一
部
職
員
が
業
務
に
お

い
て
文
章
要
約
や
校
正
等
に
試
験
的
に

活
用
し
て
い
る
が
、
組
織
的
な
運
用
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
、
職
員
研

修
や
活
用
事
例
の
共
有
を
通
じ
、
活
用

の
幅
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
町
内
Ｉ
Ｔ
企
業
と
連
携
し
、
例
規

の
作
成
・
改
正
業
務
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
す

る
実
証
も
進
行
中
で
あ
る
。
導
入
に
あ

た
っ
て
は
、
情
報
の
正
確
性
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
等
の
観
点
も
重
要
で
あ

り
、
国
や
他
自
治
体
の
動
向
を
参
考

に
、
白
川
町
と
し
て
の
活
用
方
針
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備
も
検
討
し
て
い

く
。　大

規
模
な
災
害
時
、
地
震
や
豪
雨
な

ど
で
送
電
線
等
が
遮
断
さ
れ
た
際
、
通

信
イ
ン
フ
ラ
が
途
絶
え
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
住
民
の
安
全
確

保
や
避
難
誘
導
に
大
き
な
支
障
を
き
た

し
、
迅
速
な
災
害
へ
の
対
応
が
遅
れ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
現
状
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

問
　
本
町
で
の
大
規
模
災
害
時
等
に
お

け
る
、電
源
消
失
時
の
情
報
伝
達
手
段

は
ど
の
よ
う
か
、ま
た
課
題
に
つ
い
て
お

聞
き
す
る
。

藤
井
総
務
課
長

答
　
白
川
町
で
は
、
災
害
時
に
備
え
て

デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機
と
防
災
行
政
無

線
を
整
備
し
て
お
り
、
非
常
用
電
源
や

乾
電
池
に
よ
っ
て
停
電
時
で
も
一
定
の

情
報
伝
達
が
可
能
な
体
制
を
構
築
し
て

い
る
。
無
線
機
は
消
防
団
や
各
拠
点
に

配
備
さ
れ
、
双
方
向
通
信
も
可
能
で
あ

る
。
一
方
で
課
題
と
し
て
、
光
ケ
ー
ブ

ル
の
断
線
や
基
地
局
の
電
力
喪
失
に
よ

る
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
脆
弱
性
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
実
際
、
能
登
半
島
地
震
で

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
通
信
が
数
日
で

途
絶
し
た
例
も
あ
り
、
今
後
は
代
替
手

段
の
確
保
と
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

問
　
災
害
時
に
既
存
の
通
信
イ
ン
フ
ラ

が
途
絶
す
る
リ
ス
ク
に
備
え
、衛
星
通
信

サ
ー
ビ
ス「
ス
タ
ー
リ
ン
ク
」の
導
入
を
町

で
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。現
状
の

認
識
と
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
お
聞

き
す
る
。

藤
井
総
務
課
長

答
　
ス
タ
ー
リ
ン
ク
は
電
源
さ
え
確
保

で
き
れ
ば
、
災
害
時
で
も
安
定
し
た
通

信
が
可
能
で
あ
り
、
有
効
な
手
段
と
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
本
町
で
は
、
現

時
点
で
導
入
予
定
は
な
く
、
主
な
理
由

は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
へ
の
懸
念
か
ら

こ
し
協
力
隊
に
よ
る
人
材
育
成
や
、
Ｇ

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
活
用
な
ど
、
新
た

な
取
り
組
み
で
活
性
化
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
、
所
有
者
が
不
明
な
土
地
問

題
へ
の
対
応
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

受
け
皿
と
な
る
法
人
設
立
の
必
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
農
林
業
共
通
の
課
題
と
し
て
、
鳥
獣

被
害
の
深
刻
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特

に
、
シ
カ
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
、
農

作
物
や
森
林
へ
の
影
響
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
県
知
事
も
鳥
獣
害
対
策
に
意
欲

を
示
し
て
お
り
、
新
た
な
対
策
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　
白
川
町
で
は
、
か
つ
て
は
多
く
の
住

民
が
農
林
業
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、
現

代
で
は
従
事
者
が
減
少
し
、
政
策
へ
の

理
解
も
変
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
町

は
農
林
業
を
重
要
な
産
業
と
位
置
付

け
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
知
恵
を
絞

り
、
関
係
者
と
協
力
し
な
が
ら
振
興
に

取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
持
続
可
能
な
農
林
業
の
実
現
を

目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
若
者
の
就
業
促
進
、
技
術
革

新
、
地
域
連
携
の
強
化
な
ど
が
求
め
ら

れ
る
。

研修会に参加
町幹部職員と合同でハラスメント研修を実施しました

　2月4日、「白川町ハラスメント防止条例」（令和6年9月
制定）を受けて、町幹部職員と合同でハラスメント研修を
実施しました。
　研修では、さまざまなハラスメントの中から、パワーハ
ラスメント（パワハラ）とセクシュアルハラスメント（セクハ
ラ）を中心に学びました。
　パワハラでは、その判断基準として、受けた側の主観
ではなく、社会一般の客観的な視点が重要であることを、
具体的な事例を通して学びました。また、怒りが周囲に与える影響や、その感情が生まれる背景に
ついても考えました。セクハラでは、性別や身体的特徴に関する発言が、相手の性別を問わず不快
感を与える可能性があることを理解し、日常の言動に注意を払うことの大切さを学びました。
　本研修を通じて、多くの気づきを得ることができました。

町村議会広報クリニックに参加しました
　2月１4日、東京都・全国町村議員会館で開催された「令和６年度町村議会広報クリニック」に、議
会広報編集委員４名と議会事務局長が参加しました。
　クリニックでは、自治体広報広聴研究所代表理事の金井茂樹氏を講師に、福井県、岐阜県、静
岡県、愛知県内の７町が、議会広報の基本と編集について学び、各町が持ち寄った議会だよりに
ついて講師から講評をいただきました。
　わかりやすい議会だよりをお届けできるように、今後も研鑽に励んでまいります。

◇◇ 議会を傍聴しませんか ◇◇

次回の定例会は、下記のとおりです。
６月１２日（木）  一般質問、一般議案
〇入場できる定員は１５名です。
〇日程は都合により変更となる場合

があります。審議内容や開催時間
はお問い合わせください。

※議会事務局
　☎ 72-1311（内線 291）

問
生
成
A
I
の
導
入
に
つ
い
て

さえき よしのり

佐伯好典 議員

問
大
規
模
災
害
時
の
通
信
手
段

確
保
に
つ
い
て

問
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

た
里
山
整
備
に
つ
い
て
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白
川
町
議
会
の
議
員
定
数
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
議
員
定
数
の
見
直
し
の
検

討
を
進
め
て
お
り
、
昨
年
末
に
は
、
広
報

し
ら
か
わ
12
月
号
に
折
込
み
チ
ラ
シ
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
２
０

０
件
の
回
答
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
声
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
慎
重
に
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
次

期
改
選
時
の
議
員
定
数
を
「
１
人
減
の
８

人
」
と
す
る
議
案
を
議
員
提
出
議
案
と
し

て
提
案
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
議
会
で
は
、
原
案
に
加
え
、
議

員
動
議
に
よ
り
「
２
人
減
の
７
人
」
と
す

る
修
正
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
討

論
、
採
決
の
結
果
、
修
正
案
「
２
人
減
の

７
人
」
は
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
、
原

案
「
１
人
減
の
８
人
」
が
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
説
明
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

●
原
案
「
１
人
減
の
８
人
」

　
議
会
の
規
模
を
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
適
正
化
し
、
機
動
的
な
運
営
の
実
現

を
目
的
に
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て

議
員
定
数
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

●
修
正
案
「
２
人
減
の
７
人
」

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月

に
町
民
の
意
見
を
聴
く
べ
く
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
は
、

「
削
減
す
べ
き
」
が
77
％
、
そ
の
内

「
７
人
以
下
」
が
63
％
を
占
め
、
「
７

人
」
が
54
％
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
民

意
は
７
人
が
適
当
と
い
う
結
果
が
出
て

い
る
。
ま
た
、
議
員
数
が
偶
数
の
場

合
、
議
会
の
意
思
の
決
定
に
お
い
て
、

賛
否
同
数
の
場
合
、
議
長
の
議
決
権
が

行
使
さ
れ
な
く
な
る
た
め
、
議
員
定
数

は
奇
数
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
。
よ
っ
て
、
議
員
定
数
を
７
人
と

す
る
修
正
案
を
提
案
す
る
。

議
員
定
数
が
９
人
か
ら
８
人
に

今
年
８
月
の
選
挙
か
ら
適
用

　
今
回
の
議
決
に
よ
り
、
次
期
改
選
時

の
議
員
定
数
は
８
人
と
な
り
、
今
年

８
月
24
日
に
執
行
予
定
の
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

修正案「２人減の７人」

原　案「１人減の８人」

否決

可決

議決
結果

内　容

●賛否の公表 〇 ・・ 賛成　× ・・ 反対

藤
井
　
宏
之

渡
邉
　
昌
俊

今
井
　
昌
平

梅
田
み
つ
よ

佐
伯
　
好
典

田
口
　
守
也

伊
佐
治
　
優

杉
山
　
哉
史

三
戸
　
勝
徳

〇×××××〇×

〇×××〇〇〇〇

※議長は採決に加わっていません。

三
戸
勝
徳
議
員

議
員
定
数
削
減
で
議
会
改
革
を
推
進

　
議
員
定
数
を
９
人
か
ら
８
人
へ
削
減

す
る
本
改
正
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

議
員
数
の
削
減
に
よ
っ
て
、
一
人
ひ
と

り
の
責
任
が
明
確
化
さ
れ
、
意
識
の
向

上
や
活
動
の
活
発
化
が
期
待
さ
れ
る
。

少
数
精
鋭
と
は
単
に
優
秀
な
人
材
の
集

ま
り
で
は
な
く
、
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ

意
識
が
高
ま
り
、
精
鋭
と
な
る
と
い
う

考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
平
成
17
年
３
月
議
会
で
定
数
９
人
が

可
決
さ
れ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
20
年
と

な
る
。
こ
の
間
に
、
人
口
は
約
３
６
０

０
人
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
減
少
が

見
込
ま
れ
る
。
昨
年
12
月
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
77
％
が
定
数
削
減
に
賛

成
し
、
さ
ら
に
７
人
を
望
む
声
も
あ
る

が
、
一
度
に
２
人
削
減
す
る
こ
と
は
混

乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

　
今
回
は
、
１
人
の
削
減
に
と
ど
め
る

の
が
賢
明
で
あ
り
、
今
後
は
、
議
会
基

本
条
例
に
沿
っ
て
議
会
機
能
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
、
町
民
と
の
信
頼
関
係
を
築

い
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

原
案
に
賛
成
・
修
正
案
に
反
対

原
案
に
賛
成
・
修
正
案
に
反
対

討
論 

　賛
成
と
反
対

今
井
昌
平
議
員

小
規
模
地
域
の
声
を
守
る
に
は
定

数
削
減
は
逆
効
果

　
定
数
削
減
は
、
小
規
模
地
域
の
声
が

届
き
に
く
く
な
り
、
多
様
性
の
低
下
を

招
く
恐
れ
が
あ
る
。

　
広
域
で
人
口
は
減
少
し
て
い
て
も
、

地
理
的
条
件
や
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

れ
ば
、
現
行
の
９
名
は
適
正
で
あ
る
。

ま
た
、
定
数
を
減
ら
す
こ
と
で
立
候
補

の
競
争
が
激
化
し
、
特
に
若
者
や
小
規

模
集
落
か
ら
の
な
り
手
が
減
少
す
る
可

能
性
が
高
い
。
一
度
減
ら
し
た
定
数
は

将
来
的
に
元
に
戻
す
の
が
難
し
く
、
議

会
の
機
能
縮
小
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。

　
さ
ら
に
、
議
会
の
役
割
や
重
要
性
が

住
民
に
十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
現
状
で

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
削
減
の
根
拠

と
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
主
権
者
教
育
や
議
会
理
解
の

促
進
を
図
り
、
住
民
と
の
信
頼
関
係
を

深
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
議
会
改
革
を
急
ぐ
の
で
は
な
く
、
持

続
可
能
な
議
会
運
営
を
改
め
て
議
論
す

る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
定
数
削
減
に

反
対
す
る
。

梅
田
み
つ
よ
議
員

世
代
の
多
様
性
と
議
会
の
健
全
性

を
守
る
た
め

　
反
対
の
理
由
は
、
四
点
あ
る
。

　
第
一
に
、
住
民
の
多
様
な
声
を
反
映

す
る
に
は
一
定
の
議
員
数
が
必
要
で
あ

り
、
削
減
は
意
見
の
偏
り
を
生
む
危
険

が
あ
る
。
特
に
白
川
町
の
よ
う
に
広
い

面
積
と
地
域
特
性
が
あ
る
町
で
は
、
多

様
な
視
点
を
持
つ
議
員
が
不
可
欠
で
あ

る
。

　
第
二
に
、
議
員
が
減
れ
ば
一
人
あ
た

り
の
負
担
が
増
し
、
地
域
課
題
へ
の
対

応
や
行
政
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
低
下

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
第
三
に
、
削
減
に
よ
る
財
政
的
効
果

は
限
定
的
で
あ
り
、
住
民
の
意
見
が
反

映
さ
れ
に
く
く
な
る
リ
ス
ク
の
方
が
大

き
い
。
議
会
運
営
の
効
率
化
だ
け
を
理

由
に
削
減
を
進
め
る
の
は
拙
速
で
あ

る
。

　
第
四
に
、
小
規
模
議
会
で
は
高
齢
化

が
進
み
、
若
年
層
や
多
様
な
層
の
参
画

が
難
し
く
な
る
。

　
現
役
世
代
が
責
任
を
持
っ
て
議
会
の

多
様
性
と
機
能
を
維
持
す
べ
き
で
あ

り
、
今
が
削
減
の
適
切
な
時
期
と
は
い

え
な
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
定
数
削

減
に
は
賛
同
で
き
ず
、
定
数
維
持
を
求

め
反
対
す
る
。

伊
佐
治
優
議
員

人
口
減
少
に
即
し
た
議
会
の
適
正
化

　
昭
和
31
年
の
合
併
時
に
議
員
58
名
で

発
足
し
、
人
口
や
社
会
状
況
の
変
化
に

応
じ
て
定
数
を
見
直
し
て
き
た
。
現
在

の
人
口
は
約
７
０
０
０
人
で
あ
り
、
平

成
17
年
当
時
の
約
１
万
人
と
比
較
し
て

も
大
き
く
減
少
し
て
い
る
中
、
定
数
９

名
の
維
持
は
難
し
い
と
判
断
す
る
。

　
議
員
定
数
の
考
え
方
で
、
人
口
を
１

つ
の
基
準
と
し
て
見
直
す
の
は
妥
当
で

あ
る
。
今
回
の
１
名
削
減
は
、
町
の
人

口
規
模
に
見
合
っ
た
適
正
化
の
一
歩
で

あ
り
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
。

　
議
員
の
役
割
は
、
町
民
の
声
を
反
映

し
町
政
を
支
え
る
こ
と
に
あ
る
が
、
議

員
が
減
る
こ
と
に
よ
り
町
民
の
声
が
反

映
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
よ
り
民

意
の
把
握
が
可
能
と
な
り
、
定
数
の
維

持
が
必
ず
し
も
住
民
の
負
託
に
応
え
る

と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
も
８
割
近
く
が
削
減
に
賛
成
し

て
い
る
。

　
削
減
に
よ
り
議
員
自
ら
が
意
識
を
高

め
、
研
鑽
し
、
町
民
に
応
え
る
姿
勢
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
案
に

賛
成
す
る
。

佐
伯
好
典
議
員

多
様
な
声
を
守
る
た
め
の
定
数
維
持

　
確
か
に
人
口
減
少
が
進
む
中
で
定
数

の
見
直
し
は
必
要
と
の
意
見
も
理
解
す

る
が
、
現
時
点
で
の
削
減
は
時
期
尚
早

で
あ
る
。

　
第
一
に
、
定
数
削
減
は
多
様
な
意
見

を
反
映
し
に
く
く
な
り
、
町
の
複
雑
化

す
る
課
題
に
対
応
で
き
な
く
な
る
お
そ

れ
が
あ
る
。

　
第
二
に
、
定
数
削
減
は
若
者
や
女
性

な
ど
新
た
な
人
材
の
政
治
参
加
を
妨

げ
、
町
政
に
新
し
い
視
点
を
取
り
入
れ

る
機
会
を
失
わ
せ
る
。

　
第
三
に
、
人
口
減
や
財
政
面
の
み
を

根
拠
と
す
る
の
で
は
な
く
、
住
民
と
議

会
の
距
離
を
ど
う
縮
め
る
か
と
い
う
視

点
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
意
見
交
換
の
場
の

拡
充
な
ど
、
住
民
の
声
を
反
映
で
き
る

体
制
が
整
っ
て
い
な
い
中
で
の
削
減

は
、
か
え
っ
て
住
民
の
声
を
遠
ざ
け

る
。

　
定
数
削
減
を
完
全
に
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
性
急
な
決
定
は
避
け
る

べ
き
で
あ
り
、
今
は
定
数
維
持
の
立
場

で
、
よ
り
丁
寧
な
議
論
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

原
案
・
修
正
案
に
反
対

原
案
・
修
正
案
に
反
対

原
案
・
修
正
案
に
反
対
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白
川
町
議
会
の
議
員
定
数
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
議
員
定
数
の
見
直
し
の
検

討
を
進
め
て
お
り
、
昨
年
末
に
は
、
広
報

し
ら
か
わ
12
月
号
に
折
込
み
チ
ラ
シ
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
２
０

０
件
の
回
答
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
声
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
慎
重
に
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
次

期
改
選
時
の
議
員
定
数
を
「
１
人
減
の
８

人
」
と
す
る
議
案
を
議
員
提
出
議
案
と
し

て
提
案
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
議
会
で
は
、
原
案
に
加
え
、
議

員
動
議
に
よ
り
「
２
人
減
の
７
人
」
と
す

る
修
正
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
討

論
、
採
決
の
結
果
、
修
正
案
「
２
人
減
の

７
人
」
は
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
、
原

案
「
１
人
減
の
８
人
」
が
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
説
明
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

●
原
案
「
１
人
減
の
８
人
」

　
議
会
の
規
模
を
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
適
正
化
し
、
機
動
的
な
運
営
の
実
現

を
目
的
に
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て

議
員
定
数
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

●
修
正
案
「
２
人
減
の
７
人
」

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月

に
町
民
の
意
見
を
聴
く
べ
く
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
は
、

「
削
減
す
べ
き
」
が
77
％
、
そ
の
内

「
７
人
以
下
」
が
63
％
を
占
め
、
「
７

人
」
が
54
％
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
民

意
は
７
人
が
適
当
と
い
う
結
果
が
出
て

い
る
。
ま
た
、
議
員
数
が
偶
数
の
場

合
、
議
会
の
意
思
の
決
定
に
お
い
て
、

賛
否
同
数
の
場
合
、
議
長
の
議
決
権
が

行
使
さ
れ
な
く
な
る
た
め
、
議
員
定
数

は
奇
数
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
。
よ
っ
て
、
議
員
定
数
を
７
人
と

す
る
修
正
案
を
提
案
す
る
。

議
員
定
数
が
９
人
か
ら
８
人
に

今
年
８
月
の
選
挙
か
ら
適
用

　
今
回
の
議
決
に
よ
り
、
次
期
改
選
時

の
議
員
定
数
は
８
人
と
な
り
、
今
年

８
月
24
日
に
執
行
予
定
の
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

修正案「２人減の７人」

原　案「１人減の８人」

否決

可決

議決
結果

内　容

●賛否の公表 〇 ・・ 賛成　× ・・ 反対

藤
井
　
宏
之

渡
邉
　
昌
俊

今
井
　
昌
平

梅
田
み
つ
よ

佐
伯
　
好
典

田
口
　
守
也

伊
佐
治
　
優

杉
山
　
哉
史

三
戸
　
勝
徳

〇×××××〇×

〇×××〇〇〇〇

※議長は採決に加わっていません。

三
戸
勝
徳
議
員

議
員
定
数
削
減
で
議
会
改
革
を
推
進

　
議
員
定
数
を
９
人
か
ら
８
人
へ
削
減

す
る
本
改
正
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

議
員
数
の
削
減
に
よ
っ
て
、
一
人
ひ
と

り
の
責
任
が
明
確
化
さ
れ
、
意
識
の
向

上
や
活
動
の
活
発
化
が
期
待
さ
れ
る
。

少
数
精
鋭
と
は
単
に
優
秀
な
人
材
の
集

ま
り
で
は
な
く
、
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ

意
識
が
高
ま
り
、
精
鋭
と
な
る
と
い
う

考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
平
成
17
年
３
月
議
会
で
定
数
９
人
が

可
決
さ
れ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
20
年
と

な
る
。
こ
の
間
に
、
人
口
は
約
３
６
０

０
人
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
減
少
が

見
込
ま
れ
る
。
昨
年
12
月
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
77
％
が
定
数
削
減
に
賛

成
し
、
さ
ら
に
７
人
を
望
む
声
も
あ
る

が
、
一
度
に
２
人
削
減
す
る
こ
と
は
混

乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

　
今
回
は
、
１
人
の
削
減
に
と
ど
め
る

の
が
賢
明
で
あ
り
、
今
後
は
、
議
会
基

本
条
例
に
沿
っ
て
議
会
機
能
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
、
町
民
と
の
信
頼
関
係
を
築

い
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

原
案
に
賛
成
・
修
正
案
に
反
対

原
案
に
賛
成
・
修
正
案
に
反
対

討
論 

　賛
成
と
反
対

今
井
昌
平
議
員

小
規
模
地
域
の
声
を
守
る
に
は
定

数
削
減
は
逆
効
果

　
定
数
削
減
は
、
小
規
模
地
域
の
声
が

届
き
に
く
く
な
り
、
多
様
性
の
低
下
を

招
く
恐
れ
が
あ
る
。

　
広
域
で
人
口
は
減
少
し
て
い
て
も
、

地
理
的
条
件
や
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

れ
ば
、
現
行
の
９
名
は
適
正
で
あ
る
。

ま
た
、
定
数
を
減
ら
す
こ
と
で
立
候
補

の
競
争
が
激
化
し
、
特
に
若
者
や
小
規

模
集
落
か
ら
の
な
り
手
が
減
少
す
る
可

能
性
が
高
い
。
一
度
減
ら
し
た
定
数
は

将
来
的
に
元
に
戻
す
の
が
難
し
く
、
議

会
の
機
能
縮
小
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。

　
さ
ら
に
、
議
会
の
役
割
や
重
要
性
が

住
民
に
十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
現
状
で

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
削
減
の
根
拠

と
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
主
権
者
教
育
や
議
会
理
解
の

促
進
を
図
り
、
住
民
と
の
信
頼
関
係
を

深
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
議
会
改
革
を
急
ぐ
の
で
は
な
く
、
持

続
可
能
な
議
会
運
営
を
改
め
て
議
論
す

る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
定
数
削
減
に

反
対
す
る
。

梅
田
み
つ
よ
議
員

世
代
の
多
様
性
と
議
会
の
健
全
性

を
守
る
た
め

　
反
対
の
理
由
は
、
四
点
あ
る
。

　
第
一
に
、
住
民
の
多
様
な
声
を
反
映

す
る
に
は
一
定
の
議
員
数
が
必
要
で
あ

り
、
削
減
は
意
見
の
偏
り
を
生
む
危
険

が
あ
る
。
特
に
白
川
町
の
よ
う
に
広
い

面
積
と
地
域
特
性
が
あ
る
町
で
は
、
多

様
な
視
点
を
持
つ
議
員
が
不
可
欠
で
あ

る
。

　
第
二
に
、
議
員
が
減
れ
ば
一
人
あ
た

り
の
負
担
が
増
し
、
地
域
課
題
へ
の
対

応
や
行
政
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
低
下

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
第
三
に
、
削
減
に
よ
る
財
政
的
効
果

は
限
定
的
で
あ
り
、
住
民
の
意
見
が
反

映
さ
れ
に
く
く
な
る
リ
ス
ク
の
方
が
大

き
い
。
議
会
運
営
の
効
率
化
だ
け
を
理

由
に
削
減
を
進
め
る
の
は
拙
速
で
あ

る
。

　
第
四
に
、
小
規
模
議
会
で
は
高
齢
化

が
進
み
、
若
年
層
や
多
様
な
層
の
参
画

が
難
し
く
な
る
。

　
現
役
世
代
が
責
任
を
持
っ
て
議
会
の

多
様
性
と
機
能
を
維
持
す
べ
き
で
あ

り
、
今
が
削
減
の
適
切
な
時
期
と
は
い

え
な
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
定
数
削

減
に
は
賛
同
で
き
ず
、
定
数
維
持
を
求

め
反
対
す
る
。

伊
佐
治
優
議
員

人
口
減
少
に
即
し
た
議
会
の
適
正
化

　
昭
和
31
年
の
合
併
時
に
議
員
58
名
で

発
足
し
、
人
口
や
社
会
状
況
の
変
化
に

応
じ
て
定
数
を
見
直
し
て
き
た
。
現
在

の
人
口
は
約
７
０
０
０
人
で
あ
り
、
平

成
17
年
当
時
の
約
１
万
人
と
比
較
し
て

も
大
き
く
減
少
し
て
い
る
中
、
定
数
９

名
の
維
持
は
難
し
い
と
判
断
す
る
。

　
議
員
定
数
の
考
え
方
で
、
人
口
を
１

つ
の
基
準
と
し
て
見
直
す
の
は
妥
当
で

あ
る
。
今
回
の
１
名
削
減
は
、
町
の
人

口
規
模
に
見
合
っ
た
適
正
化
の
一
歩
で

あ
り
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
。

　
議
員
の
役
割
は
、
町
民
の
声
を
反
映

し
町
政
を
支
え
る
こ
と
に
あ
る
が
、
議

員
が
減
る
こ
と
に
よ
り
町
民
の
声
が
反

映
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
よ
り
民

意
の
把
握
が
可
能
と
な
り
、
定
数
の
維

持
が
必
ず
し
も
住
民
の
負
託
に
応
え
る

と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
も
８
割
近
く
が
削
減
に
賛
成
し

て
い
る
。

　
削
減
に
よ
り
議
員
自
ら
が
意
識
を
高

め
、
研
鑽
し
、
町
民
に
応
え
る
姿
勢
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
案
に

賛
成
す
る
。

佐
伯
好
典
議
員

多
様
な
声
を
守
る
た
め
の
定
数
維
持

　
確
か
に
人
口
減
少
が
進
む
中
で
定
数

の
見
直
し
は
必
要
と
の
意
見
も
理
解
す

る
が
、
現
時
点
で
の
削
減
は
時
期
尚
早

で
あ
る
。

　
第
一
に
、
定
数
削
減
は
多
様
な
意
見

を
反
映
し
に
く
く
な
り
、
町
の
複
雑
化

す
る
課
題
に
対
応
で
き
な
く
な
る
お
そ

れ
が
あ
る
。

　
第
二
に
、
定
数
削
減
は
若
者
や
女
性

な
ど
新
た
な
人
材
の
政
治
参
加
を
妨

げ
、
町
政
に
新
し
い
視
点
を
取
り
入
れ

る
機
会
を
失
わ
せ
る
。

　
第
三
に
、
人
口
減
や
財
政
面
の
み
を

根
拠
と
す
る
の
で
は
な
く
、
住
民
と
議

会
の
距
離
を
ど
う
縮
め
る
か
と
い
う
視

点
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
意
見
交
換
の
場
の

拡
充
な
ど
、
住
民
の
声
を
反
映
で
き
る

体
制
が
整
っ
て
い
な
い
中
で
の
削
減

は
、
か
え
っ
て
住
民
の
声
を
遠
ざ
け

る
。

　
定
数
削
減
を
完
全
に
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
性
急
な
決
定
は
避
け
る

べ
き
で
あ
り
、
今
は
定
数
維
持
の
立
場

で
、
よ
り
丁
寧
な
議
論
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

原
案
・
修
正
案
に
反
対

原
案
・
修
正
案
に
反
対

原
案
・
修
正
案
に
反
対
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令
和
７
年
度
予
算
が
議
決
さ
れ
、
新

た
な
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
令
和
８
年
に
開
庁
予
定

の
新
庁
舎
の
建
設
や
、
令
和
９
年
に
開

校
予
定
の
施
設
一
体
型
小
中
学
校
の
実

施
設
計
が
始
ま
る
な
ど
、
将
来
に
向
け

た
大
き
な
事
業
が
進
み
ま
す
。

　
新
庁
舎
は
誰
も
が
使
い
や
す
く
町
民

に
愛
さ
れ
る
庁
舎
を
目
指
し
、
小
中
学

校
は
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
最
高
の
学
び
の
場
と
な
る
よ

う
、
議
会
か
ら
も
意
見
を
出
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
８
月
に
は
議
員
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
町
の
政
治
に
と
っ
て
も

重
要
な
節
目
と
な
り
ま
す
。

　
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
議
員
間
協
議

に
よ
っ
て
議
員
定
数
は
９
名
か
ら
８
名

に
削
減
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
人
口
減
少
に
対
応
し
た
見
直
し
と

な
り
ま
す
が
、
定
数
減
に
よ
っ
て
議
会

機
能
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
議
会
全
体

で
、
よ
り
効
果
的
な
体
制
づ
く
り
を
模

索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
好
典

28 日　町議会第１回臨時会
　　　　総務常任委員会
　　　　学校統合校舎建設特別委員会
29 日　可茂地域町村行政懇話会及び懇談会
31 日　可茂町村議会議長会及び正副議長研修会
　　　　東濃ひのきと白川の家建築協同組合新年互礼会

  4 日　ハラスメント研修
  8 日　第３５普通科連隊創隊６２周年記念行事
  ９日　中野茶生産組合通常総会
13 日　議会運営委員会
14 日　地方財政対策等説明会及び合同懇談会
　　　　町村議会広報クリニック
　　　　防災シンポジウム in 岐阜 2025
17 日　可児市議会主催議員研修会
　　　　町地域情報化推進会議
19 日　議会議員協議会
20 日　県市町村振興協会臨時評議員会
　　　　国民健康保険・介護保険運営協議会
21 日　白川・東白川地域公共交通活性化協議会
27 日　町議会第１回定例会（第１日）
　　　　県町村議会議長会理事会
　　　　総務常任委員会
　
　  1 日　陸上自衛隊第１０師団音楽まつり
  ４日　予算決算審査常任委員会
　　　　町議会第１回定例会（第２日）
  ６日　町総合計画審議会
  ７日　町内中学校卒業式
  ９日　古田文英氏旭日単光章受章記念祝賀会
10 日　可茂地域一部事務組合議会定例会
12 日　町議会第１回定例会（第３日）
　　　　総務常任委員会
13 日　予算決算審査常任委員会（第１日）
14 日　予算決算審査常任委員会（第２日）
19 日　町議会第１回定例会（第４日）
　　　　議会広報編集委員会
　25 日　町内小学校卒業式
26 日　町内保育園卒園式（蘇原は 27 日）
　　　　県町村議会議長会評議員会

議会の動き（1月25日～４月22日）

1 

月

2 

月

　町村議会議員として１５年余勤められ、その功
績が顕著であることから、今井昌平議員が２月５
日に全国町村議会議長会から自治功労者表彰を
受けられました。これからの更なるご活躍を祈念
申し上げます。ご受賞おめでとうございます。

26 日　濃飛建設職業能力開発校修了証書授与式
27 日　ＪＡめぐみの東白川トマト選果場竣工式
　　　　加茂郡教育振興協議会役員会
　　　　可茂地域懇談会
29 日　蘇原保育閉園式
30 日　消防団入退団式

  １日　町職員辞令交付式
  ４日　濃飛建設職業能力開発校入校式
  ７日　町内小学校・中学校入学式
　　　総務常任委員会
  ８日　美濃白川ｸｵｰﾚの里安全・繁栄祈願祭
10 日　議会広報編集委員会
11 日　町商工会青年部通常総会
14 日　自治協議会長会議
18 日　議会議員協議会
　　　　議会広報編集委員会
21 日　町議会報告会・懇談会（佐見）
22 日　町議会報告会・懇談会（白川）

3 

月

3 

月

４ 

月

全国町村議会議長会
自治功労者表彰
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